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平
成
18
年
度
の
決
算
お
よ
び

平
成
19
年
度
の
財
政
状
況

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第
１
項
と
霧
島
市

「
財
政
事
情
」
の
作
成
お
よ
び
公
表
に
関
す
る
条
例

第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
18
年
度
の
決
算
状

況
と
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
財

政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
本
市
の
普
通
会
計
決
算
状
況
を
地

方
財
政
状
況
調
査
（
決
算
統
計
）
の
結
果
に
基
づ
き

分
析
す
る
と
、
歳
入
決
算
は
５
６
７
億
３
、９
３
０

万
円
で
対
前
度
年
比
２
・
８
％
の
減
、
歳
出
決
算
は

５
３
１
億
７
、１
４
６
万
円
で
対
前
年
度
比
３
・５
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
で
は

35
億
６
、７
８
４
万
円
、
そ
れ
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
31
億
４
、

２
０
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
単
年
度
の
収
支
は
、

実
質
収
支
か
ら
前
年
度
の
実
質
収
支
を
差
し
引
き
７

億
６
、２
４
３
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
さ
ら
に
財
政

調
整
基
金
へ
の
積
立
金
を
加
え
、
積
立
金
か
ら
の
取

り
崩
し
額
を
差
し
引
い
た
実
質
単
年
度
収
支
は
11
億

３
、６
２
２
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標
で

あ
る
経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
よ
り
２・
３
ポ
イ

ン
ト
改
善
し
89
・
６
％
と
な
り
ま
し
た
が
、
投
資
的

事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て
借
り
入
れ
て
い
る
地
方
債

の
残
高
は
、
類
似
の
団
体
に
対
し
多
額
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
財
政
の
健
全
性
を
保
つ
た
め
に

も
引
き
続
き
縮
減
に
努
め
る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
中
長
期
的
な
財
政
収
支
の
均

衡
を
図
り
、
後
年
度
の
財
政
運
営
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
な
配
分
と
既

存
事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し
な
ど
に
よ
る
一
層
の
節

減
合
理
化
を
図
り
、
歳
入
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
、
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
公
表
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
市
の
財

政
実
情
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
の
市
政
運
営
に

よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◎歳入の構成比◎歳出の構成比

■一般会計の決算状況

平成18年度決算額 構成比
地 方 交 付 税 149億4,998万円 26.2%
市 税 141億6,216万円 24.9%
地 方 債 67億9,700万円 11.9%
国 庫 支 出 金 56億6,196万円 9.9%
繰 越 金 32億8,662万円 5.8%
県 支 出 金 24億 407万円 4.2%
繰 入 金 23億9,818万円 4.2%
使用料及び手数料 19億5,886万円 3.4%
地 方 譲 与 税 17億5,429万円 3.1%
地方消費税交付金 12億 790万円 2.1%
分 担 金 負 担 金 7億3,743万円 1.3%
諸 収 入 6億1,129万円 1.1%
そ の 他 10億6,405万円 1.9%

計 569億9,379万円 100.0%

平成18年度決算額 構成比
民 生 費 126億5,551万円 23.7%
公 債 費 86億3,869万円 16.2%
総 務 費 77億4,001万円 14.5%
土 木 費 70億7,480万円 13.2%
教 育 費 69億4,797万円 13.0%
衛 生 費 45億7,898万円 8.6%
農 林 水 産 業 費 21億 250万円 3.9%
消 防 費 19億3,268万円 3.6%
商 工 費 5億7,068万円 1.1%
そ の 他 11億9,567万円 2.2%

計 534億3,749万円 100.0%

【決算状況の科目解説】

【歳入説明】
地方交付税…………�所得税などの国税５税の一定割合を、市の状況

に応じて配分されたお金
市　税………………市民税や固定資産税など市に納められた税金
地方債………………�市が行う公共事業などの財源として、国などか

ら借りたお金
国庫補助金…………�市が行う特定の事業に対して、国から交付され

たお金
繰越金………………前年度から繰り越されたお金
県支出金……………�市が行う特定の事業に対して、県から交付され

たお金
繰入金………………�基金（市の貯金）や特別会計などから繰り入れ

られたお金
使用料および手数料…�公営住宅の家賃や住民票などの証明書の発行に

収められたお金
地方譲与税…………�国税として徴収され、そのまま地方公共団体へ

譲与される税金で、国から交付されたお金
地方消費譲与税……�地方消費税の一部を、人口などにより按分（あ

んぶん）されて国から交付されたお金
分担金負担金………�保育所の保育料や公共事業の受益者負担金など

として収められたお金
諸収入………………市の預金利子や各種貸付金の元利収入
その他………………�国からの各種交付金、財産収入、寄付金として

収められたお金

【歳出説明】
民生費………………�高齢者や障害者および児童の福祉推進などに使

われたお金
公債費………………�これまでの公共事業等の財源として借り入れた

お金の返済に使われたお金
総務費………………�総務人事管理や財産の管理、企画調整や地域の

振興、税務事務などに使われたお金
土木費………………�道路や公園、公営住宅などの整備に使われたお

金
教育費………………�公立学校の管理運営や施設整備、生涯学習の推

進などに使われたお金
衛生費………………�ゴミ、し尿の処理や健康増進事業などに使われ

たお金
農林水産費…………�農業、林業、畜産・水産業などの振興に使われ

たお金
消防費………………�消防署や消防団の運営など、消防活動や救急活

動に使われたお金
商工費………………�商業や観光の振興および企業誘致などに使われ

たお金
その他………………�議会費、労働費、災害復旧費および公営企業会

計への諸支出金に使われたお金

平
成
18
年
度

霧
島
市
の
決
算
状
況

平
成
19
年
度

霧
島
市
の
上
半
期
財
政
状
況

◎
持
続
可
能
な
健
全
財
政
を
目
指
し
て

除間伐の状況ふれあいバス国分駅自由通路
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歳
入

歳
出

地方交付税
26.2％

その他	 1.9％
諸収入	 1.1％
分担金負担金	 1.3％
地方消費税交付金	 2.1％
地方譲与税	 3.1％
使用料及び手数料	 3.4％
繰入金	 4.2％
県支出金	 4.2％

569億
9,379万円

市税
24.9％

地方債
11.9％

国庫支出金
9.9％

繰越金
5.8％

534億
3,749万円

民生費
23.7％

公債費
16.2％

総務費
14.5％

土木費
13.2％

教育費
13.0％

衛生費
8.6％

その他	 2.2％
商工費	 1.1％
消防費	 3.6％
農林水産業費	 3.9％



平成18年度 平成17年度

指　
　

数　
　

等

❶ 財政力指数 0.52 0.48 

 　標準財政規模 303億3,871万円 282億8,392万円

 　基準財政収入額 133億3,207万円 121億3,801万円

 　基準財政需要額 233億2,768万円 247億 617万円

　 経常一般財源収入額 306億3,990万円 293億7,312万円

 　実質収支比率 10.4 8.4

❷ 経常一般財源比率 101.0 103.9

❸ 経常収支比率 89.6 91.9

❹ 公債費比率 18.3 18.2

❺ 実質公債費比率（３か年平均） 13.8 12.8

❻ 地方債許可制限比率（３か年平均） 11.9 11.1

特　別　会　計　名 歳　　入 歳　　出 差　　引
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 130億5,314万円 129億7,452万円 7,862万円
老 人 保 健 医 療 特 別 会 計 138億8,846万円 137億5,589万円 1億3,257万円
介 護 保 険 特 別 会 計 72億5,412万円 67億1,745万円 5億3,667万円
交 通 災 害 共 済 事 業 特 別 会 計 　　2,565万円       1,733万円      832万円
空港県営駐車場管理事業特別会計  5,047万円     3,894万円    1,153万円
国 民 休 養 地 事 業 特 別 会 計    1,612万円 　1,570万円 42万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 19億9,305万円 19億 560万円    8,745万円
丸 岡 公 園 特 別 会 計     9,276万円     9,276万円      0円
温 泉 供 給 特 別 会 計     1億 708万円    8,646万円 2,062万円

計 364億8,085万円 356億 465万円    8億7,620万円

企　業　会　計　名
収益的収入および支出 資本的収入および支出

収　入 支　出 収　入 支　出
水 道 事 業 17億3,839万円 13億7,578万円 1,716万円 4億4,085万円
簡 易 水 道 事 業 5億3,722万円 4億7,162万円 2億4,651万円 4億4,789万円
工 業 用 水 道 事 業 693万円 515万円 0円 8万円
病 院 事 業 32億3,812万円 32億1,961万円 1億2,880万円 2億8,914万円

計 55億2,066万円 50億7,216万円 3億9,247万円 11億7,796万円

区　　分 平成18年度末現在高
土　　地 3,507ha

（うち市有林） 1,915ha
建　　物 880,537㎡

基　　金

合　　計 107億8,153万円

内　

訳

財政調整基金 32億4,595万円
減債基金 11億6,005万円
特定建設事業基金 10億5,989万円
その他基金 53億1,564万円

有価証券 3億6,423万円

借　　入　　先 市債借入金残高
財 政 融 資 な ど 375億1,316万円
郵 政 公 社 資 金 137億1,252万円
公営企業金融公庫 104億3,903万円
市 中 銀 行 83億4,745万円
そ の 他 101億 243万円
合 計 801億1,459万円

◎特別会計決算

◎企業会計決算

◎財産の状況◎市債の借入状況（公営企業を除く）

【用語説明】 ◎霧島の主な指数等

❺ 実質公債費比率
　実質公債費比率は、地方公共団体の収入に対する
借金返済額の比率を示すものです。普通会計の公債
費に下水道特別会計や水道事業会計などへの繰出金
（公債費相当分）を加算し、財政負担の度合いを判
断するもので、18％を超えると地方債発行につい
て国や県の許可が必要とされます。

❻ 地方債許可制限比率
　地方債の許可制限に係る指標で、地
方公共団体における公債費による財政
負担の度合いを判断するもので、20％
を超えると一部、30％を超えるとほと
んどの地方債発行について制限されま
す。

霧島市の決算（普通会計）

◎歳入の構成比

◎歳出の構成比（性質別）

この普通会計の決算は、全国一律に実施された平成 18 年度地方財政状況調査（決算統計）により算定したものです。
霧島市の普通会計は、霧島市一般会計（公有林整備事業借換債 2億 7,900 万円を歳入歳出決算額から除く。）から市場管理費にかかるもの

を除き、空港県営駐車場管理事業特別会計を合算したものです。なお、平成 17年度の決算は、合併前の旧１市６町の普通会計と消防組合など
の一部事務組合決算および合併後の霧島市普通会計の決算を単純合算しています。

繰出金　7.6％
投資・出資・貸付金 0.2%
積立金　3.7％
補助費等　4.5％
維持補修費
　　   0.7％
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歳　入 歳　出
160180

平成18年度決算額 構成比 平成17年度決算額 増減額
地 方 交 付 税 149億4,998万円 26.3% 145億2,643万円 4億2,355万円
市 税 141億6,216万円 25.0% 139億8,981万円 1億7,235万円
地 方 債 65億1,800万円 11.5% 67億 280万円 △ 1億8,480万円
国 庫 支 出 金 56億6,470万円 10.0% 57億5,548万円 △ 9,078万円
繰 越 金 32億9,117万円 5.8% 33億8,312万円 △ 9,195万円
県 支 出 金 24億4,086万円 4.3% 25億2,271万円 △ 8,185万円
繰 入 金 23億9,656万円 4.2% 40億6,954万円 △16億7,298万円
使用料及び手数料 20億9,306万円 3.7% 21億8,001万円 △ 8,695万円
地 方 譲 与 税 17億5,429万円 3.1% 13億2,421万円 4億3,008万円
地方消費税交付金 12億 790万円 2.1% 12億 392万円 398万円
分 担 金 負 担 金 6億 526万円 1.1% 5億8,562万円 1,964万円
諸 収 入 5億9,128万円 1.0% 9億7,326万円 △ 3億8,198万円
そ の 他 10億6,408万円 1.9% 11億5,968万円 △ 9,560万円

計 567億3,930万円 100.0% 583億7,659万円 △16億3,729万円

平成18年度決算額 構成比 平成17年度決算額 増減額
義務的経費 265億6,391万円 49.9% 255億9,136万円 9億7,255万円

人 件 費 111億2,564万円 20.9% 115億6,911万円 △ 4億4,347万円
扶 助 費 70億8,952万円 13.3% 57億1,037万円 13億7,915万円
公 債 費 83億4,875万円 15.7% 83億1,188万円 3,687万円

投資的経費 120億5,910万円 22.7% 151億1,733万円 △30億5,823万円
普通建設事業 115億8,028万円 21.8% 146億1,242万円 △30億3,214万円
災 害 復 旧 費 4億7,882万円 0.9% 5億 491万円 △ 2,609万円

その他の経費 145億4,845万円 27.4% 143億7,673万円 1億7,172万円
物 件 費 56億9,167万円 10.7% 61億4,110万円 △ 4億4,943万円
維 持 補 修 費 3億8,804万円 0.7% 4億3,954万円 △ 5,150万円
補 助 費 等 23億7,134万円 4.5% 26億2,379万円 △ 2億5,245万円
積 立 金 19億4,078万円 3.7% 4億8,341万円 14億5,737万円
投資・出資・貸付金 1億 91万円 0.2% 1億6,961万円 △ 6,870万円
繰 出 金 40億5,571万円 7.6% 45億1,928万円 △ 4億6,357万円

計 531億7,146万円 100.0% 550億8,542万円 △19億1.396万円

区　　　分 霧　島 薩摩川内 鹿　屋
住民基本台帳人口(H19.3.31現在) 127,941人 102,397人 106,419人
面 　 　 　 　 　 　 積 603.68㎢ 683.5㎢ 448.33㎢
歳 入 合 計 A 567億3,930万円 512億6,604万円 451億6,216万円

うち市税 141億6,216万円 111億2,899万円 95億8,932万円
うち地方譲与税 17億5,429万円 13億7,575万円 12億8,638万円
うち地方交付税 149億4,998万円 154億3,296万円 122億8,968万円

歳 出 合 計 B 531億7,146万円 492億4,890万円 437億3,025万円
うち義務的経費 265億6,391万円 237億7,515万円 200億9,525万円
うち投資的経費 120億5,910万円 94億7,335万円 107億9,512万円
うちその他の経費 145億4,845万円 160億 40万円 128億3,988万円

歳入歳出差引A-B C 35億6,784万円 20億1,714万円 14億3,191万円
翌年度へ繰り越すべき財源D 4億2,576万円 4億7,334万円 1億 834万円
実 質 収 支 C - D  E 31億4,208万円 15億4,380万円 13億2,357万円

区　　　分 霧　島 薩摩川内 鹿　屋
積 立 金 16億3,379万円 15億7,118万円 8億7,971万円
積 立 金 取 崩 額     12億6,000万円 25億8,044万円 13億3,939万円
基準財政収入額 133億3,207万円 109億1,677万円 92億7,797万円
基準財政需要額 233億2,768万円 212億2,750万円 185億9,909万円
標 準 財 政 規 模 303億3,871万円 271億1,853万円 227億6,467万円
経常収支比率(%) 89.6 94.9 91.4
財 政 力 指 数 0.52 0.48 0.47
公 債 費 比 率 18.3 15.2 14.9
積 立 金 現 在 高 108億7,634万円 115億4,851万円 89億 814万円

うち財政調整基金 48億7,479万円 45億3,133万円 29億3,286万円
地 方 債 現 在 高 801億1,459万円 625億9,034万円 487億4,697万円

◎平成18年度　県内の類似団体との比較

567億
3,930万円

地方交付税
26.3％

市税
25.0％地方債

11.5％

国庫支出金
10.0％

繰越金
5.8％

531億
7,146万円

人件費
20.9％

扶助費
13.3％

公債費
15.7％

普通建設事業
21.8％

物件費
10.7％

災害復旧費
0.9％

分担金負担金 1.1％
地方消費税交付金
　　2.1％
地方譲与税 3.1%
使用料及び手数料
　　3.7％
繰入金
　　4.2％
県支出金
　　4.3％

諸収入　1.0％
その他　1.9％

※霧島市一般会計・特別会計歳入歳出決算書より

❶ 財政力指数
地方公共団体の財政力を判断する指標で、地方

交付税法の規定により算定された基準財政需要額
で基準財政収入額を除して得た数値の過去３年間
の平均値をいい、一般的に「１」に近いほど、さ
らに「１」を超えるほど財政力が強いとされてい
ます。

❷ 経常一般財源比率
経常一般財源の標準財政規模に対する割合で、

一般的に「100」を超える割合が高いほど経常一
般財源に余裕があり歳入構造に弾力性があるとさ
れています。

❸ 経常収支比率
財政構造の弾力性を判断する最も一般的な指標

で、歳出の経常的経費に充当された一般財源など
が歳入の経常一般財源などに占める割合で、70％
～ 80％が標準的とされ、比率が低いほど財政構
造に弾力性があるとされています。

❹ 公債費比率
公債費による財政負担の度合いを判断する指標

で、一般財源などに対し、公債費に充てた一般財
源の比率です。
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持続可能な健全財政を目指して

歳
入

歳
出



民生費 公債費 総務費
歳出決算額 97,783 円 65,255 円 58,852 円
歳出決算に占める割合 23.5％ 15.7％ 14.2％
対前年度との増減額 9,521 円 △ 60 円 △ 4,938 円

実施事業等の概要

高齢者、障害者、児童の福祉推進
などに

これまでの施設整備等で借りたお
金の返済に

総務管理、財産管理、企画調整、
地域振興、税務事務などに

◆児童クラブ運営補助等
◆生活保護費の支給等
◆児童手当の支給
◆公立・私立の保育所運営支援
◆養護老人ホームの運営
◆高齢者への生活支援事業等
◆障害者への生活支援
　事業等

◆土地、建物等の財産管理
◆税の賦課・徴収
◆ふれあいバス等の運行
◆自治会、地域の活性化事業
◆電算システムの稼動
◆行政改革への取り組み
◆交通防犯対策の取り組み
◆関平鉱泉販売所の管理運営

教育費 土木費 衛生費
歳出決算額 54,046 円 51,543 円 39,189 円
歳出決算に占める割合 13.0％ 12.4％ 9.4％
対前年度との増減額 △ 7,721 円 △ 10,568 円 1,752 円

実施事業等の概要

学校の管理運営や施設整備および
生涯学習の推進などに

道路、公園、公営住宅の整備など
に

ごみ、し尿の処理や健康増進事業
などに

◆日当山小学校ほか施設整備
◆国分中学校ほか施設整備
◆運動公園等の施設維持管理
◆埋蔵文化財発掘調査
◆図書館・図書室の維持管理
◆パソコン講座等の開催
◆国分中央高校の運営

◆市道の維持管理および新設改良
◆河川および港湾の管理費
◆公営住宅の維持管理等
◆国分駅周辺整備（自由通路等）
◆公園整備および
　管理事業
◆土地区画整理
　事業

◆合併処理浄化槽の設置補助
◆ゴミの収集、運搬
◆�清掃センター、し尿処理場、火葬場の
管理運営

◆各種予防接種事業
◆母子保健事業
◆�老人保健事業（基本検診
　および各種がん検診）
◆乳幼児医療費の
　助成

農林水産業費 消防費 商工費
歳出決算額 16,500 円 15,827 円 8,956 円
歳出決算に占める割合 4.0％ 3.8％ 2.2％
対前年度との増減額 △ 2,430 円 △ 565 円 50 円

実施事業等の概要

農業、林業、畜産・水産業の振興
などに

消防活動や救急業務などに 商業、観光の振興および企業誘致
などに

◆�園芸ブランド作物の推進および各種生
産組合等の育成・強化

◆家畜排泄物処理施設等の整備
◆森林整備事業（除間伐事業等）
◆松くい虫特別防除事業
◆林道・農道等整備事業
◆生産基盤整備等の県営事業負担金

◆常備消防（消防署）の運営
◆非常備消防（消防団）の運営
◆隼人分遣所移転新築
◆消防団ポンプ車整備
◆防火水槽整備
◆水防防災・災害対策事業

◆消費生活改善相談事業
◆商店街活性化事業
◆企業誘致推進
◆観光振興等補助
◆スポーツ団体のキャンプ誘致

[市民一人当たりの決算額と主な事業 ]

※金額は、普通会計（決算統計）の歳出決算額を、平成19年3月31日現在の人口127,941人で除したものです。
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持続可能な健全財政を目指して

平成19年度上半期（４月～９月）の財政状況
（平成19年９月30日現在）

予算現額 収入済額 予算構成比 収入率
市 税 153億8,371万円 89億6,428万円 31.0% 58.3%
地 方 交 付 税 127億 円 94億9,096万円 25.6% 74.7%
市 債 57億6,930万円 0円 11.6% 0.0%
国 庫 支 出 金 52億8,043万円 16億2,329万円 10.6% 30.7%
県 支 出 金 27億8,020万円 4億3,984万円 5.6% 15.8%
使用料及び手数料 18億2,105万円 9億3,047万円 3.7% 51.1%
繰 入 金 13億2,871万円 0円 2.7% 0.0%
そ の 他 45億9,050万円 49億4,225万円 9.2% 107.7%
歳 入 合 計 496億5,390万円 263億9,109万円 100.0% 53.2%

予算現額 支出済額 予算構成比 執行率
民 生 費 136億6,125万円 53億 743万円 27.5% 38.9%
公 債 費 85億8,931万円 34億6,883万円 17.3% 40.4%
教 育 費 68億8,014万円 29億8,658万円 13.9% 43.4%
総 務 費 63億7,001万円 25億8,318万円 12.8% 40.6%
土 木 費 59億 518万円 12億9,230万円 11.9% 21.9%
衛 生 費 30億3,506万円 10億8,788万円 6.1% 35.8%
農林水産業費 20億2,342万円 5億5,412万円 4.1% 27.4%
そ の 他 31億8,953万円 12億1,192万円 6.4% 38.0%
歳 出 合 計 496億5,390万円 184億9,224万円 100.0% 37.2%

◎一般会計（歳入） ◎一般会計（歳出）

会　　計　　名 予  算  現  額
歳　入 歳　出

収入済額 収入率 支出済額 執行率
国 民 健 康 保 険 137億7,955万円 46億8,483万円 34.0% 60億6,645万円 44.0%
老 人 保 健 医 療 142億8,466万円 61億2,512万円 42.9% 59億6,632万円 41.8%
介 護 保 険 80億5,720万円 40億1,608万円 49.8% 27億7,120万円 34.4%
交 通 災 害 共 済 事 業 3,167万円 997万円 31.5% 970万円 30.6%
下 水 道 事 業 17億 717万円 3億 680万円 18.0% 5億3,477万円 31.3%
温 泉 供 給 8,981万円 5,817万円 64.8% 1,893万円 21.1%

区　分 面積・金額
土　　地

（うち市有林）
3,507ha

（1,914ha）
建　　物 891,793㎡

基　　金
127億2,862万円

内 

訳
積立基金　108億9,010万円
その他の基金 18億3,852万円

有価証券 3億6,423万円

区　　　分 現　在　高
市　　　債 772億9,262万円

会　　計　　名
収　　益　　的 資　　本　　的

収　入 執行率 支　出 執行率 収　入 執行率 支　出 執行率

水 道 事 業
予算額 17億 771万円

49.8%
15億8,283万円

17.3%
592万円

1.2%
9億6,571万円

12.1%
執行額 8億5,072万円 2億7,306万円 7万円 1億1,701万円

簡 易 水 道 事 業
予算額 4億8,450万円

38.4%
4億6,868万円

13.6%
0円

0.0%
4億1,904万円

2.0%
執行額 1億8,591万円 6,359万円 0円 825万円

工業用水道事業
予算額 678万円

27.1%
678万円

32.4%
0円

0.0%
53万円

0.0%
執行額 184万円 220万円 0円 0円

病 院 事 業
予算額 34億3,379万円

48.5%
34億2,031万円

43.3%
0円

0.0%
1億5,805万円

32.5%
執行額 16億6,500万円 14億8,081万円 0円 5,139万円

◎特別会計 ◎財産の状況

◎企業会計

◎市債の借入状況※�収入済額が支出済額に対して不足する額は、他会計からの繰替運用により措置しています。

※収益的収入額が収益的支出額に対して不足する額は、事業資金の運用により措置しています。
※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金・利益剰余金などで補てんしています。

（公営企業を除く）
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平成１8年度普通会計の決算（決算統計）データをもとに、
バランスシート（貸借対照表）を作成しました。
バランスシートとは、市の資産がどれだけあるのか、
それに伴う借入金（負債）がどれだけあるのかを表したものです。

借　　方 貸　　方

資
産
の
部

１
．
有
形
固
定
資
産

⑴ 総 務 費 165

負
債
の
部

１
．
固
定
負
債

⑵ 民 生 費 40 ⑴  地方債 730
⑶ 衛 生 費 124
⑷ 労 働 費 3 ⑵  債務負担行為
⑸ 農 林 水 産 業 費 204 　  ① 物件の購入等 0
⑹ 商 工 費 47 　  ② 債務保証又は損失補償 0
⑺ 土 木 費 978 　　   債務負担行為計 0
⑻ 消 防 費 42
⑼ 教 育 費 508 ⑶  退職給与引当金 114
⑽ そ の 他 46

計 2,157 ⑷  その他 14
（うち土地） （523）

有形固定資産合計 2,157 固定負債合計 858

２
．
投
資
等

⑴ 投資及び出資金 8

２
．
流
動
負
債

⑵ 貸付金 9 ⑴  翌年度償還予定額 71
⑶ 基金

① 特定目的基金 49 ⑵  翌年度繰上充用金 0
② 土地開発基金 15
③ 定額運用基金 3 ⑶  その他 0

　　　 基金計 67
⑷ 退職手当組合積立金 0

流動負債合計 71
投資等合計 84 負債合計 929

３
．
流
動
資
産

⑴ 現金・預金

正
味
資
産
の
部

１ 国庫支出金 329
① 財政調整基金 49
② 減債基金 11 ２ 県支出金 124
③ 歳計現金 36

　　　現金・預金計 96 ３ 一般財源等 984
⑵ 未収金

① 地方税 15
② その他 14

　　　未収金計 29

流動資産合計 125 正味資産合計 1,437

資産合計 2,366 負債・正味資産合計 2,366

（単位：億円）

※�債務負担行為に係る補償等　①物件の購入等に係るもの…６億円　②債務保証及び損失補償に係るもの…112億円　③利子補給等に係るもの
…１億円
注：�資産の部の「2．投資等（4）退職手当組合積立金」は積立金の額をこれまでの退職給付額が上回り、実質マイナスとなっているためゼロ計上とし、
その実質マイナス分を「1．固定負債（4）その他」に計上しています。

有形固定資産
169万9千円

固定負債
67万5千円

正味資産
113万8千円

資産 186万5千円

投
資
等
６
万
９
千
円

流
動
資
産
９
万
７
千
円

流
動
負
債
５
万
２
千
円

負債
72
万
７
千
円

投
資
等
６
万
６
千
円

流
動
資
産
９
万
８
千
円

流
動
負
債
５
万
６
千
円

負債
72
万
７
千
円

有形固定資産
168万６千円

固定負債
67万1千円

正味資産
112万3千円

資産 185万円

◎市民一人当たり
平成17年度

資産 2,374億円

投
資
等
８
８
億
円

流
動
資
産
１
２
３
億
円

流
動
負
債
67
億
円

負債
９
２
５
億
円

投
資
等
８
４
億
円

流
動
資
産
１
２
５
億
円

流
動
負
債
７
１
億
円

負債
９
２
９
億
円

資産 2,366億円

◎霧島市の貸方・借方の大枠

有形固定資産
2,163億円

固定負債
858億円

正味資産
1,449億円

有形固定資産
2,157億円

固定負債
858億円

正味資産
1,437億円

⬅

◎資産の内訳 ◎負債の内訳 ◎負債と正味資産の内訳

有形固形資産
91.2%

投資等�3.5%
流動資産�5.3%

市債
78.6%

その他�1.5%翌年度償還予定額
7.6%

退職給与
引当金
12.3%

地方債
30.9%

退職給与
引当金
4.8%

その他�0.6%

一般財源
41.6%

県支出金�5.2%
国庫支出金
13.9%

翌年度償還予定額
3.0%

正味資産
60.7%

※ 今回作成しましたバランスシートは、国（総務省）が毎年度実施する「地方財政状況調査」をもとに、霧島市普通会計（一
般会計（うち市場管理費除く）および空港県営駐車場管理事業特別会計）を対象として作成しました。

　なお、データにつきましては、昭和 44 年以降のものを使用しています。

有形固定資産：道路、橋、建物及び土地等のことです。
投 資 等　　：土地開発公社への出資金、奨学金等の貸付金や特定目的基金のことです。
流動資産　　：年度末に保有していた現金・預金・財政調整基金・減債基金および市税などの未納額のことです。
負　　債　　：今後、支払や返済が必要なもののことです。
固定負債　　：過去に借り入れた地方債の残高や職員の退職手当引当金のことです。
流動負債　　：過去に借り入れた地方債のうち、翌年度に返済しなければならない額です。
正味資産　　：資産形成のために、支払い済みの金額（国・県支出金等）のことです。

【
用
語
説
明
】

平成18年度 平成17年度 平成18年度

負債
39.3%

平成18年度 霧島市の
バランスシート
（貸借対照表）
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持続可能な健全財政を目指して



自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る

NEWS
「
あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
検
定
」
を
通
し
て
、

防
犯
意
識
を
高
め
犯
罪
の
抑
制
に
つ
な
げ
る
。

i n t e r v i e w

10
月
12
日
か
ら
３
日
間
、

霧
島
市
へ
の
移
住
体
験
研
修

が
あ
り
、
神
奈
川
県
、
千
葉

県
、
奈
良
県
か
ら
３
組
の
夫

婦
が
参
加
し
ま
し
た
。

市
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ

タ
ー
ン
の
移
住
策
を
積
極
的

に
進
め
て
お
り
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
県
人
会
な
ど
で
移
住

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
約
50
件
の
相
談
が
あ

り
、
８
世
帯
が
霧
島
市
に
移

住
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
市
や
民
間
の
分

譲
地
を
見
学
し
た
り
、
稲
刈

り
体
験
で
か
け
干
し
を
し
た

り
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
霧
島
市
は
交

通
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、
自

然
に
囲
ま
れ
温
泉
も
あ
っ
て

い
い
。
体
験
研
修
は
参
考
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

60
歳
以
上
の
高
齢
者
を
中

心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

の
全
国
規
模
の
祭
典
「
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
」
が
来

年
の
10
月
に
鹿
児
島
県
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

霧
島
市
で
は
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、ゴ
ル
フ
、ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
３
種
目
が
開
か

れ
、
各
都
道
府
県
代
表
の
選

手
約
２
、
６
０
０
人
が
出
場

し
ま
す
。

本
番
ま
で
約
１
年
と
な
り
、

10
月
14
日
に
は
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
29
日
に
は
ゴ

ル
フ
、
11
月
１
日
に
は
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
が
市
内
各
会
場
で
開
か
れ
、

本
番
さ
な
が
ら
の
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、

各
関
係
団
体
な
ど
と
協
力
し

て
、
本
番
成
功
に
向
け
た
調

整
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ア
ル
ハ
ン
ブ

ラ
市
の
訪
問
団
12
人
が
、
10

月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
霧
島

市
を
訪
れ
ま
し
た
。

ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
市
の
ゲ
ー

リ
ー
・
山
内
市
長
の
祖
父
が

旧
国
分
市
出
身
で
霧
島
市
と

縁
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
霧
島

市
と
の
姉
妹
都
市
盟
約
の
締

結
と
霧
島
市
へ
の
訪
問
を
し

た
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
今
年

７
月
に
前
田
市
長
が
ア
メ
リ

カ
を
訪
問
し
た
と
き
に
ア
ル

ハ
ン
ブ
ラ
市
を
訪
れ
、
山
内

市
長
と
対
談
し
、
今
回
の
訪

問
が
実
現
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
山
内
市
長
は

急
病
に
よ
り
訪
問
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
元
市
長
や
市

議
な
ど
が
訪
れ
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

地域福祉を考える

10
月
８
日
、
介
護
老
人
保

健
施
設
な
ど
を
運
営
す
る
ア

メ
ニ
テ
ィ
国
分
が
開
設
10
周

年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で

「
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ミ

ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
約
３

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
宮
城

県
を
日
本
一
の
福
祉
の
先
進

県
に
」
と
奔
走
し
た
前
宮
城

県
知
事
の
浅
野
史
郎
氏
が

「
地
域
福
祉
と
は
何
か
」
と

題
し
て
、「
障
害
者
が
地
域

の
中
で
暮
ら
せ
る
環
境
整
備

や
周
囲
の
意
識
改
革
が
必
要

だ
」
と
講
演
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
阪
川
﨑
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
の
山
本

和
義
教
授
と
対
談
し
、
地
域

に
お
け
る
障
害
児
教
育
の
あ

り
方
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

アルハンブラ市代表団が訪問

ねんりんピックまであと１年

霧島市に移住しませんか

Kirishima topics �

Kirishima topics � 

Kirishima topics � 

Kirishima topics � 
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着々と進む市のプロジェクト

CIVIC NEWS

霧
島
市
と
霧
島
警
察
署
、
横
川

警
察
署
な
ど
が
協
力
し
て
10
月
14
日
、

「
霧
島
市
あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
検

定
」
が
実
施
さ
れ
、
市
内
14
か
所
の

会
場
で
５
７
６
人
が
受
検
し
ま
し
た
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識
を
高

め
、
犯
罪
の
抑
制
に
つ
な
げ
よ
う
と

す
る
取
り
組
み
で
、
全
国
で
初
め
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

霧
島
市
の
犯
罪
状
況

こ
の
検
定
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
霧
島
市
の
犯
罪

率
の
高
さ
が
あ
り
ま
す
。
鹿
児
島
県

警
が
ま
と
め
た
「
平
成
18
年
の
県
内

市
町
村
犯
罪
発
生
実
態
」
に
よ
る
と
、

霧
島
市
の
刑
法
犯
の
犯
罪
件
数
は
１
、

２
５
０
件
で
、
平
成
17
年
の
１
、
４

６
４
件
に
比
べ
減
少
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
発
生
率
（
人
口
１
万
人
当
た

り
犯
罪
の
発
生
件
数
）
は
鹿
児
島
市

に
次
い
で
２
番
目
に
高
い
と
い
う
状

況
の
ま
ま
で
す
。
霧
島
市
の
刑
法
犯

罪
は
約
８
割
が
窃
盗
（
ど
ろ
ぼ
う
）

で
、
そ
の
約
３
割
を
自
転
車
や
オ
ー

ト
バ
イ
と
い
っ
た
乗
り
物
窃
盗
が
占

め
て
い
ま
す
。

最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
凶
悪
犯

罪
が
増
え
て
き
て
お
り
、
平
成
18
年

の
霧
島
警
察
署
管
内
に
お
け
る
犯
罪

件
数
は
県
内
の
警
察
署
の
中
で
も
一

番
多
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。
ま
た
、

車
の
タ
イ
ヤ
に
穴
を
あ
け
た
り
、
車

体
に
傷
を
つ
け
た
り
す
る
器
物
損
壊

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

自
主
防
犯
組
織
の
結
成

鹿
児
島
県
警
は
治
安
回
復
の
た
め
、

平
成
17
年
に
「
あ
ん
し
ん
・
か
ご
し

ま
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
施
策

を
開
始
し
、
そ
の
中
で
自
主
防
犯
活

動
（
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
活
動
）
を
推
奨

し
ま
し
た
。

霧
島
市
に
お
い
て
も
、
犯
罪
発
生

率
が
高
い
こ
と
や
、
犯
罪
に
遭
う
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
「
体
感
治
安
」

が
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
、

昨
年
12
月
に
「
霧
島
市
安
心
安
全
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

行
政
や
市
民
、
地
域
活
動
団
体
な
ど

が
協
働
し
て
安
心
安
全
な
ま
ち
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
に
よ

り
自
主
防
犯
組
織
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
も
、
自
治
公
民
館
組
織
や
学
校
、

民
間
企
業
、
自
衛
隊
、
郵
便
局
、
消

防
団
と
い
っ
た
72
団
体
が
こ
れ
ま
で

に
結
成
さ
れ
、
７
、８
９
６
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
検
定

さ
ら
に
霧
島
市
独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
実
施
さ
れ
た
の
が
、
今
回
の

「
あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
検
定
」
で

す
。
受
検
の
申
し
込
み
を
さ
れ
た
か

た
に
は
事
前
に
、
霧
島
市
の
犯
罪
の

実
態
や
身
近
な
犯
罪
防
止
の
要
点
な

ど
を
ま
と
め
た
公
式
テ
キ
ス
ト
が
渡

さ
れ
、
検
定
の
問
題
は
そ
の
テ
キ
ス

ト
の
中
か
ら
１
０
０
問
が
○
×
式
で

出
題
さ
れ
ま
し
た
。
１
０
０
問
中
70

問
以
上
正
解
し
た
か
た
に
は
「
あ
ん

し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
マ
ス
タ
ー
」
の
称

号
が
与
え
ら
れ
、
11
月
下
旬
に
認
定

書
と
バ
ッ
チ
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

受
検
し
た
国
分
地
区
在
住
の
前
田

米
藏
さ
ん
は
「
市
民
の
私
た
ち
も
防

犯
意
識
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
、
受
検
し
ま
し
た
。
テ
キ
ス

ト
で
勉
強
す
る
こ
と
で
、
霧
島
市
の

犯
罪
の
実
態
や
防
犯
上
の
要
点
な
ど

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
今
後
、
職

場
や
地
域
で
生
か
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
国

分
中
央
高
校
で
は
高
校
生
が
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
と
、
生
徒

を
は
じ
め
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
約
１
７
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」。
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
に
は
警
察
や
行

政
だ
け
で
な
く
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
防
犯
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
の
「
あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん

検
定
」
は
今
後
も
実
施
し
て
い
く
予

定
で
す
。
ま
ず
犯
罪
か
ら
自
分
の
身

や
財
産
を
守
る
た
め
の
知
識
を
学
ぶ

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎�

検
定
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
＝

安
心
安
全
課
☎
（
64
）
０
９
９
７

大
おお

畠
はた

 基
もと

史
ふみ

 さん（霧島警察署生活安全刑事課）
例えば車や自転車の無施錠による盗難被害など、確実な施錠という防犯意識が行動として習慣付いていれば
起こらなかったものがあります。個人が犯罪被害防止に努めることも大切で、今回の検定は知識の習得度を
確認できる機会になったのではと思います。犯罪件数が減れば、犯人を捕まえるという警察機能を充実させる
ことができます。防犯意識が全体的に高まって、みんなで安心安全なまちをつくっていければと思います。
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問題に取り組む受検者（会場：国分公民館）



温泉三昧きりしま

02

妙
見
温
泉

全
国
的
に
も
有
名
に
な
っ
て
き
た
妙
見
温
泉
は
、
天
降
川
の
河
畔
に
旅
館

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
然
豊
か
で
静
か
な
温
泉
地
で
各
温
泉
宿
は
自
家

源
泉
を
持
ち
、
ほ
と
ん
ど
が
源
泉
「
か
け
流
し
」。
離
れ
を
持
っ
た
高
級
旅

館
も
あ
り
ま
す
が
、
湯
治
場
と
し
て
発
祥
し
た
た
め
自
炊
宿
も
あ
り
ま
す
。

和気神社

犬飼滝

和気湯

熊襲の穴

えのき公園・
飲泉場

足湯

中
津
川

天
降
川

470

223

223

神
々
の
想
い

❶楽園荘
❷妙見石原荘
❸雅叙苑
❹きらく温泉
❺妙見館
❻妙見ホテル
❼田島本館
❽妙見田中会館
❾おりはし旅館
❿秀水湯
⓫どさんこ

妙
見
温
泉
は
環
境
省
の
国
民
保
養

温
泉
地
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
古

く
か
ら
湯
治
場
と
し
て
知
ら
れ
、
宮

崎
県
か
ら
も
湯
治
客
が
来
て
い
ま
し

た
。
妙
見
大
橋
の
た
も
と
の
お
り
は

し
旅
館
は
明
治
12
年
創
業
で
、
与
謝

野
晶
子
な
ど
の
著
名
人
も
宿
泊
し
た

こ
と
の
あ
る
、
妙
見
で
最
も
古
い
宿

で
す
。
ま
た
昨
年
、
妙
見
は
旅
行
会

社
や
運
輸
業
者
が
選
ぶ
「
に
っ
ぽ
ん

の
温
泉
百
選
」（
観
光
経
済
新
聞
社
）

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

妙
見
温
泉
振
興
会
会
長
の
只
野
公

康
さ
ん
は｢

全
国
の
温
泉
を
見
て
き

ま
し
た
が
、
改
め
て
妙
見
の
景
観
の

よ
さ
を
感
じ
ま
す
。
日
帰
り
入
浴
も

で
き
る
の
で
宿
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い｣

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

熊襲の穴
熊襲族が住んでいたといわれる穴には現
代アートが描かれています。（妙見石原荘
所有）

妙見温泉の泉質はほとんどが炭酸水素塩泉。空港からわず
か15 分の場所にある静かな温泉地。（写真はおりはし旅館）

⬅和気神社
和気清麻呂公を祀（まつ）ってい
る。社殿前には狛犬（こまいぬ）
ではなく白猪が鎮座している。

犬飼滝➡
高さ36m、幅 22mの豪快に
流れ落ちる滝。坂本龍馬も新
婚旅行で、この滝を眺めた。

み
ょ
う
け
ん
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あ
じ
さ
い
日
記
（
渡
辺
淳
一
）

い
つ
か
は
恋
を
（
藤
田
宜

永
）ク
ロ
ー
バ
ー
（
島
本
理
生
）心
中

抄
（
藤
沢　

周
）佳
人
の
奇
遇
（
島

田
雅
彦
）マ
ザ
コ
ン
（
角
田
光
代
）心

に
龍
を
ち
り
ば
め
て
（
白
石
一
文
）

望
み
は
何
と
訊き

か
れ
た
ら
（
小
池
真

理
子
）走
る
こ
と
に
つ
い
て
語
る
と

き
に
僕
の
語
る
こ
と
（
村
上
春
樹
）

研
ぎ
師
太
吉
（
山
本
一
力
）私
の
男

（
桜
庭
一
樹
）剣
客
春
秋
初
孫
お
花

（
鳥
羽　

亮
）黒
い
森
（
折
原　

一
）

夢
見
る
黄
金
地
球
儀
（
海
堂　

尊
）

十
二
の
嘘
と
十
二
の
真
実
（
あ
さ
の

あ
つ
こ
）遺
し
た
い
言
葉
（
瀬
戸
内

寂
聴
）幕
末
の
尼
将
軍―

篤
姫
（
童

門
冬
二
）そ
の
日
信
太
郎
人
情
始
末

帖
（
杉
本
章
子
）は
ぐ
れ
鷹
（
熊
谷

達
也
）と
っ
て
お
き
手
編
み
の
ブ
ラ

ン
ケ
ッ
ト
（
渡
部
サ
ト
）わ
た
し
の

味
野
菜
た
っ
ぷ
り
（
栗
原
は
る
み
）

つ
る
か
ご（
自
然
素
材
工
作
編
集
部
）

り
す
が
作
る
、手
袋
で
ぬ
い
ぐ
る
み

（
金
森
美
也
子
）和
の
お
や
つ
、は
じ

め
て
の
和
菓
子
レ
ッ
ス
ン
（
金
塚
晴

子
＆
和
菓
子
ス
タ
ジ
オ
へ
ち
ま
）本

の
妖
精
リ
ブ
ロ
ン
（
末
吉
暁
子
）お

皿
の
ボ
タ
ン
（
た
か
ど
の
ほ
う
こ
）

ぞ
う
の
せ
な
か
（
秋
元
康
文
）ふ
た

り
は
ク
リ
ス
マ
ス
で
（
イ
ロ
ー
ナ
・

ロ
ジ
ャ
ー
ス
）サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と

ぎ
ん
の
く
ま
（
マ
レ
ー
ク
・
ベ
ロ
ニ

カ
）ね
ず
み
く
ん
お
お
き
く
な
っ
た

ら
な
に
に
な
る
（
な
か
え
よ
し
を
）

お
ま
じ
な
い
つ
か
い
（
な
か
が
わ
ち

ひ
ろ
）

【
霧
島
市
立
図
書
館
】

霧島市立図書館に
おいでください。
霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

国分図書館／☎64-0918
①	９:30〜21:00
②	12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／６月中の10日間

隼人図書館／☎43-7574
①	平日／10:00〜19:00
	 土・日・祝日／９：00〜17：00
②	月曜日
	 12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／12月中10日以内

溝辺図書室／☎58-3191
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

横川図書室／☎72-1596
①	９:00〜17:00
②	火曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

牧園図書室／☎78-3349
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

霧島図書室／☎57-0316
①	月・水・金／８:30〜17:00
	 火・木・土／８:30〜20:00
②	日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

福山図書室／☎56-2026
①	８:30〜17:00
②	土・日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

【① 開館時間　② 休館日】

十七歳　
岩井志麻子著　
人気エッセイストとなった林あや
美には、痛い思い出がある。12
年も前、一緒に夜遊びしていた
歌舞伎町で、女子高生の友だ
ちが突然消え失せたのだ。そん
なあや美の前に、次々と現れる
奇怪な男女。それが恐怖の始ま
りだった。

借金取りの王子
垣根涼介著
デパート、生保、金融、ホテル…。
デキる女ほど、なぜ辞めたがる？
リストラ請負人・村上真介の悩
みは今日も深い。「君たちに明
日はない」に続く第２弾。

たのしいこびと村
エーリッヒ・ハイネマン文
貧しいねずみの親子プッツと
ピープスは、困った時に助けてく
れる「こびとの村」を探しに旅に
出ることに。ようやくたどりつい
た村で、こびとたちに親切にして
もらった２匹は、実りのお祭りに
加わり…？

トゥートとパドル
だからきみがだいすき
ホリー・ホビー作
オパールちゃんのクラスに新しく
入ってきたバブルズちゃんって
女の子。たちまち先生のお気に
入りになって、クラス一番の人
気者になるんだけど…。心あた
たまる「トゥートとパドル」シリー
ズ第１０弾。

秋
で
す
、
本
で
す
、
読
書
で
す
。

今
月
の
新
刊
。

i
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t
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o
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桜
島
を
目
前
に
眺
望
で
き
る
隼
人
町
朝
日
地

区
で
、
太
陽
の
恵
み
を
た
っ
ぷ
り
受
け
た
み
か

ん
が
収
穫
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
南
向
き

の
傾
斜
地
に
位
置
す
る
同
地
区
は
、
排
水
も
よ

く
、
冬
の
北
風
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い

た
め
一
年
中
比
較
的
温
暖
で
す
。
こ
れ
を
生
か

し
、
同
地
区
で
は
明
治
時
代
か
ら
果
樹
栽
培
が

盛
ん
で
、
15
戸
ほ
ど
の
果
樹
農
家
が
あ
り
、
全

体
で
約
15
㌶
の
果
樹
園
が
広
が
り
ま
す
。

朝
日
果
樹
組
合
の
会
長
を
務
め
る
の
が
園
畑

大た

嘉か

志し

さ
ん
。
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
48
年
間
、

祖
父
の
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
果
樹
栽
培

に
取
り
組
み
、
妻
の
正
子
さ
ん
と
一
緒
に
み
か

ん
を
１
５
０
㌃
、
桃
を
40
㌃
、
柿
を
40
㌃
栽
培

し
て
い
ま
す
。
み
か
ん
の
品
種
は
極ご
く

早わ

生せ

温う
ん

州し
ゅ
う

と
普
通
温
州
で
、
９
月
下
旬
か
ら
12
月
下
旬
ま

で
収
穫
で
き
ま
す
。

園
畑
さ
ん
は
、
減
農
薬
栽
培
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
み
か
ん
の
質
を
あ
げ
る
た
め
に
効
果
的

な
肥
料
や
品
種
な
ど
の
情
報
を
先
進
地
に
出
向

き
収
集
す
る
な
ど
、
研
究
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。

「
率
直
に
評
価
し
て
く
だ
さ
る
の
が
消
費
者

の
皆
さ
ん
。『
お
い
し
い
』
と
い
う
言
葉
が
聞

け
た
と
き
が
、
成
果
が
出
た
う
れ
し
い
瞬
間
で

す
」
と
笑
顔
で
話
す
園
畑
さ
ん
の
挑
戦
は
こ
れ

か
ら
も
続
き
ま
す
。

園
畑 

大
嘉
志
さ
ん

正
子
さ
ん

◎
隼
人
町
朝
日
地
区
在
住

みかん
ビタミンCが多く含ま
れ、かぜ予防や疲労
回復に効果的。
果肉を包む袋などに
は整腸作用があるの
で袋ごとどうぞ。

還
暦
を
記
念
し
て
、
北
海
道
の
最
北
端
・
宗

谷
岬
か
ら
最
南
端
の
佐
多
岬
ま
で
自
転
車
で
日

本
縦
断
に
挑
戦
し
て
い
た
、
国
分
郡
田
の
タ

ク
シ
ー
運
転
手
、
野の

間ま

茂し
げ

樹き

さ
ん
（
60
歳
）
が
、

32
日
間
で
３
、
５
９
５
・
９
３
㌔
㍍
を
走
破
し
、

会
社
の
同
僚
や
市
民
が
出
迎
え
る
市
役
所
に
無

事
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

野
間
さ
ん
は
、
前
田
市
長
か
ら
観
光
Ｐ
Ｒ
大

使
の
特
命
を
受
け
、
９
月
５
日
、
午
後
１
時
に

宗
谷
岬
を
出
発
。「
お
い
で
よ
！
日
本
発
祥
の

地
・
霧
島
へ
」
の
文
字
を
プ
リ
ン
ト
し
た
Ｔ

シ
ャ
ツ
姿
で
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
ま
た
が

り
、
札
幌
、
仙
台
、
東
京
、
大
阪
な
ど
の
大
都

市
圏
を
ま
わ
り
、
九
州
に
南
下
す
る
コ
ー
ス
を

た
ど
り
市
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。
途
中
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
配
布
し
た
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

５
、５
０
０
枚
。
東
京
の
浅
草
や
銀
座
な
ど
で

歩
行
中
の
人
に
手
渡
す
だ
け
で
は
な
く
、
商
店

街
を
１
軒
１
軒
ま
わ
り
な
が
ら
配
布
し
、
多
く

の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
反
応
も
よ
か
っ
た
そ
う

で
す
。
霧
島
市
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
結
ん
で
い

る
岐
阜
県
海
津
市
役
所
や
岡
山
県
和
気
町
役
場

も
訪
問
し
交
流
し
ま
し
た
。

10
月
６
日
、
午
後
２
時
50
分
に
市
役
所
に

ゴ
ー
ル
し
、
同
僚
か
ら
花
束
を
も
ら
い
祝
福
さ

れ
た
野
間
さ
ん
は
「
無
事
に
目
標
が
達
成
で
き

て
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
の
台
風
や
箱

根
の
山
越
え
が
一
番
き
つ
か
っ
た
が
、
あ
ち
こ

ち
で
り
ん
ご
や
み
か
ん
、
お
菓
子
な
ど
の
差
し

入
れ
を
も
ら
い
、
激
励
さ
れ
元
気
を
も
ら
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
目
標
と
し
て
四
国
一
周
や

天
草
の
島
々
を
自
転
車
で
巡
り
た
い
」
と
意
欲

を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

「霧島をPR」自転車で日本縦断
還暦の記念に
宗谷岬から霧島市を目指した
32日間の旅

日本縦断を無事終えた野間さん＝霧島市役所前

野間 茂樹さん／（国分郡田在住）
昭和 22 年国分郡田生まれ。木
原中学校を卒業後、大阪府平野
区の物流会社に就職。平成15
年帰鹿する。鹿児島交通観光バ
スタクシー事業部に入社。平成
17年４月中村タクシーに入社、現
在に至る。９年前にスキーで傷め
たひざのリハビリのため本格的に
自転車に乗り始め、その魅力にと
りつかれた。

レ シ ピ
〈作り方〉
①�かぼちゃを３㎝幅に切りさらに
半分に切る。皮は一部カットす
る。

②�水にグラニュー糖を入れ、火に
かけて溶かす。粗熱がとれたら
みかんのしぼり汁を加えておく。

③�電子レンジのトレイにぬれた
ペーパータオルを敷き、中央を
さけてかぼちゃを並べる。ラッ
プを上から軽くかぶせて、500W
で約５分熱する。（竹ぐしが通
るまで）

④�かぼちゃは熱いうちに②のシ
ロップに入れ、冷蔵庫で冷やす。
3～ 4日間保存可能。

※�デザートとしてどうぞ。好みで
ゆであずきをのせてもおいしい。

かぼちゃの青みかんシロップ漬け

〈材料〉
かぼちゃ 500g（20cm大のかぼちゃ半分）、グラニュー糖1と1/2
カップ、水１と1/2カップ、青みかん（約３個分）しぼり汁60cc
※青みかんは酸味がある方がよい。
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清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
家
庭
や
事
業

所
か
ら
出
た「
ご
み
」（
一
般
廃
棄
物
）

を
焼
却
し
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
、

焼
却
灰
を
セ
メ
ン
ト
で
固
め
た
飛
灰

固
化
物
と
カ
ー
ボ
ン
（
炭
素
）
を
溶

か
し
て
固
め
た
溶
融
ス
ラ
グ
（
以
下

「
ス
ラ
グ
」）
が
排
出
さ
れ
ま
す
。
飛

灰
固
化
物
は
再
利
用
で
き
な
い
た
め
、

廃
棄
物
と
し
て
民
間
処
分
場
に
処
分

を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
ス
ラ
グ
は
廃

棄
物
と
し
て
出
す
の
で
は
な
く
、
有

価
物
（
価
値
の
あ
る
も
の
）
と
し
て

企
業
に
売
却
さ
れ
ま
す
。

ス
ラ
グ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。
清
掃
セ
ン
タ
ー

に
集
め
ら
れ
た
可
燃
ご
み
は
、
熱
分

解
ド
ラ
ム
に
送
ら
れ
て
蒸
し
焼
き
に

さ
れ
カ
ー
ボ
ン
に
な
り
ま
す
。
こ
の

カ
ー
ボ
ン
を
燃
焼
溶
融
炉
で
１
、
２

０
０
℃
以
上
の
超
高
温
で
燃
焼
無
害

化
し
、
溶
岩
の
よ
う
に
ド
ロ
ド
ロ
に

溶
か
し
ま
す
。
こ
れ
を
水
の
中
に
落

捨てるだけではなく、
使えるものは使う
環境に貢献、社会に貢献

ごみ問題を考えるごみ問題を考える

「何かに利用できないか」
清掃センターから出るガラス状の黒い小さな固まりスラグ。
砂の代用品としてスラグを使った製品を作り出す企業があります。
社会全体で環境にやさしい取り組みが始まっています。

シリーズ
❺

と
し
て
急
激
に
冷
却
す
る
こ
と
で
小

さ
な
黒
い
ガ
ラ
ス
の
よ
う
な
粒
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
が
ス
ラ
グ
で
す
。
敷

根
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
日
お
よ
そ

６
㌧
の
ス
ラ
グ
が
発
生
し
、
そ
の
ス

ラ
グ
は
加
工
し
て
有
効
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し

地
域
に
貢
献
す
る
企
業

敷
根
清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
る
ス

ラ
グ
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
や
路
盤

材
と
し
て
、
ま
た
伊
佐
北
姶
良
環
境

管
理
組
合
の
「
未
来
館
」
の
ス
ラ
グ

は
、
歩
道
な
ど
に
使
わ
れ
る
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
製
品
を
作
る
と
き

に
は
、
ス
ラ
グ
を
砂
の
代
用
品
と
し

て
混
ぜ
ま
す
。
製
造
す
る
に
は
砂
だ

け
を
利
用
す
る
よ
り
コ
ス
ト
が
か
か

る
の
で
す
が
、
一
般
の
製
品
と
同
じ

価
格
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
製
品
を
製
造
す
る
企
業
は
、
環
境

に
配
慮
し
た
「
良
い
製
品
」
作
り
と

活
動
を
通
じ
て
、
地
球
環
境
の
保
全

と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

市
の
取
り
組
み

溶
融
ス
ラ
グ
の
再
利
用
に
つ
い
て

は
、
平
成
10
年
に
厚
生
省
生
活
衛
生

局
か
ら
通
知
が
あ
り
、
基
準
を
満
た

し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
公
共
工

事
に
利
用
し
て
も
問
題
は
な
い
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
霧
島
市
で

は
ス
ラ
グ
混
入
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
一

部
で
し
か
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の

が
実
情
で
、
今
後
、
可
能
な
限
り
舗

装
工
事
な
ど
に
使
う
方
向
で
協
議
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
有
効
利
用
を
進
め
な

が
ら
、
ご
み
の
排
出
量
を
抑
え
る
こ

と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
大
事

な
こ
と
な
の
で
す
。

i n t e r v i e w

民間による持松地区
産業廃棄物管理型
最終処分場の
建設計画について
牧園町持松地区で、産業廃棄物管

理型最終処分場の建設を計画してい
る都城市の東亜環境株式会社が、当
該処分場の設置許可申請の前提とな
る事前協議書を９月26日、県（鹿
児島県姶良・伊佐地域振興局）に提
出、受理されました。
また、当該処分場建設計画地内に

は市有地が一部含まれており、その
払い下げ要望のために、本市へも同
日来庁されました。
民間による牧園町持松地区の産業

廃棄物管理型最終処分場の建設に
ついては、合併以前から、さまざま
な議論がなされてきているところです。
今後、市としましては、「鹿児島県

産業廃棄物等の処理に関する指導
要綱」に基づき、関係市町村として
事前協議書に対する意見聴取が求め
られることになりますが、地域住民
の皆さまをはじめ、関係各位のご意
見、ご要望をお聴きし、それらを十
分に踏まえて、市有地の払い下げ要
望に対する回答について、できるだ
け早い時期に最終的な結論を出す必
要があります。

↓スラグとは
ごみを蒸し焼きにしてできたカーボン（炭素）をさらに1,200℃以上
の高温で溶かします。溶岩のようにドロドロに溶けたカーボンを水
の中に落とし、急激に冷やすと直径5ミリくらいの硬く細かい黒色
のガラス状の物質になります。これがスラグです。

姶建産業株式会社（霧島市溝辺町）

代表取締役　安田  茂さん
道路の舗装工事およびアスファルト合材の
製造販売が主な仕事です。現在は循環型
社会の一環として道路やビルを壊したコンク
リートガラを受け入れて再生アスファルト合材、
再生路盤材の製造を行っています。4年前か
ら敷根清掃センターのスラグをアスファルト
合材の材料の一部として再生利用に取り組
んでいます。コスト面に厳しいところがありま
すが、環境保護という時代の要請に応え､
少しでも地元に還元できればと考えています。

インフラテック株式会社（湧水町）

生産部栗野工場長　松崎 久則さん
歩道や公園、家の庭などに使われるイン
ターロッキングを製造しています。製造す
るインターロッキングの一部は未来館から
1年間に700㌧ほど出るスラグを砂と一
緒に混ぜて作った製品です。製造にあたっ
ては材料の配合などが難しかったり、エコ
マークの認定基準をクリアするのに苦労し
たりしました。会社としては、今後も社会
に貢献し、環境にやさしい取り組みをして
いきたいと思います。

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
製
造

道路舗装工事
アスファルト合材製造

この記事について、市民の皆さまのご意見などをお寄せください。　◎問い合わせ先＝環境衛生課
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き
り
し
ま
大
賞
２
作
品

第
４
回
霧
島
市
美
術
展　

９
月
20
日
か
ら
29
日
ま
で
霧
島
市

役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
霧
島
市
美

術
展
が
開
催
さ
れ
、
３
１
２
点
の
応

募
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、
入
賞

48
点
・
入
選
１
０
２
点
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
、
多
く
の

か
た
が
来
場
さ
れ
、
展
示
作
品
を
熱

心
に
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
自
由
部
門
】（
敬
称
略
）

き
り
し
ま
大
賞
＝
白
坂
伸
子
（
霧
島

市
）
ほ
か
特
別
賞
＝
平
原
惠
子
（
出

水
市
）
吉
村
ゆ
う
子
（
鹿
児
島
市
）

塗
木
マ
サ
ミ
（
鹿
児
島
市
）
山
元
悦

子
（
鹿
児
島
市
）
吉
村
英
樹
（
鹿
児

島
市
）
瀧
崎
孝
尚
（
鹿
屋
市
）
實
成

義
孝
（
霧
島
市
）
大
山
利
秋
（
鹿
児

島
市
）
鷲
見
省
子
（
鹿
児
島
市
）
片

井
節
子（
鹿
児
島
市
）田
中
燁
子（
出

水
市
）
藤
元
美
保
子
（
東
串
良
町
）

【
テ
ー
マ
部
門
】

き
り
し
ま
大
賞
＝
濵
田
和
彦
（
い
ち

き
串
木
野
市
）
ほ
か
特
別
賞
＝
藤
井

孝
良
（
姶
良
町
）
野
間
み
つ
（
霧
島

市
）
田
島
禮
子
（
東
串
良
町
）
上
別

府
さ
ゑ
（
霧
島
市
）
大
山
利
秋
（
鹿

児
島
市
）
瀧
崎
孝
尚
（
鹿
屋
市
）
立

神
松
勇（
霧
島
市
）橋
口
麻
沙
美（
鹿

児
島
市
）
幸
野
尊
弥
（
霧
島
市
）
万

膳
恵
子
（
霧
島
市
）
安
藤
恵
子
（
霧

島
市
）
満
田
秋
雄
（
霧
島
市
）

in
fo

r
m

a
tio

n
 

0
1

R ecruitment ◎募集A rt exhibition ◎美術展

平
成
20
年
度
特
認
校
生
募
集

●
制
度
の
趣
旨
と
目
的

豊
富
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
小

規
模
校
の
特
性
を
生
か
し
、
心
身
の

健
康
増
進
・
体
力
づ
く
り
と
と
も
に
、

自
然
に
触
れ
る
中
で
学
ぶ
楽
し
さ
と
、

豊
か
な
人
間
性
を
培
い
た
い
と
希
望

す
る
保
護
者
・
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん

に
、
一
定
の
条
件
の
も
と
で
、
特
別

に
入
学
（
転
学
）
を
認
め
る
制
度
で

す
。

※�

住
所
は
そ
の
ま
ま
で
、
自
宅
か
ら

の
通
学
と
な
り
ま
す
。

●
募
集
に
つ
い
て

◦�

募
集
期
間
＝

平
成
20
年
１
月
21
日
（
月
）
～
２

月
22
日
（
金
）

◦
体
験
入
学
＝

体
験
入
学
や
学
校
見
学
は
11
月

以
降
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
体
験

入
学
の
期
間
は
学
校
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
、
現
在
通
っ
て
い

る
学
校
の
校
長
先
生
を
通
じ
て
、

希
望
す
る
学
校
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
新
小
学
１
年
生
は
直
接
希

望
す
る
学
校
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。（
体
験
入
学
が
申
し
込
み
条

件
と
な
り
ま
す
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

体
験
入
学
実
施
後
、
学
校
教
育

課
学
事
係
に
申
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
新
小
学
１
年
生

の
保
護
者
の
か
た
は
、
子
ど
も
同

伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
込
書
な
ど
は
各
特
認
校
で
も
配

布
し
て
い
ま
す
。

●
入
学
（
転
学
）
の
条
件

◦�
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
で
霧
島

市
立
小
・
中
学
校
に
籍
が
あ
る
こ

と
。

◦�

１
年
間
を
通
じ
て
通
学
で
き
る
こ

と
。（
年
度
途
中
で
の
転
入
・
転

出
は
原
則
と
し
て
で
き
ま
せ
ん
）

◦�

小
規
模
校
で
の
教
育
を
真
に
理
解

し
、
賛
同
し
て
い
る
こ
と
。

◦�

原
籍
校
や
特
認
校
の
学
級
編
制
に

支
障
の
な
い
こ
と
。

◦�

保
護
者
の
責
任
で
安
全
な
通
学
が

可
能
で
あ
る
こ
と
。

◦�

特
認
校
に
お
け
る
学
校
行
事
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
や
子
ど
も
会
活
動
な
ど

積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。

※�

場
合
に
よ
っ
て
は
、
ご
希
望
に
添

え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
特
認
校
一
覧

◦�

木
原
小
学
校
（
国
分
郡
田
）
☎

（
49
）３
１
０
６

◦�

川
原
小
学
校
（
国
分
川
原
）
☎

（
45
）３
６
８
８

◦�
平
山
小
学
校
（
国
分
川
内
）
☎

（
48
）２
３
３
０

◦�

塚
脇
小
学
校
（
国
分
上
之
段
）
☎

（
48
）２
２
１
１

◦�

佐
々
木
小
学
校（
横
川
町
下
ノ
）

☎
（
72
）
９
０
２
２

◦�

中
津
川
小
学
校（
牧
園
町
上
中
津

川
）
☎（
77
）
２
４
２
９

◦�

持
松
小
学
校
（
牧
園
町
持
松
）
☎

（
77
）２
４
２
１

◦�

永
水
小
学
校
（
霧
島
永
水
）
☎

（
57
）０
３
６
７

◦�

中
福
良
小
学
校（
隼
人
町
嘉
例
川
）

☎（
43
）
９
２
３
２

◦�

木
原
中
学
校
（
国
分
郡
田
）
☎

（
49
）３
１
０
６

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
学
校
教
育
課
学

事
係
☎
（
45
）
５
１
１
１

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応
件

数
は
依
然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
、

特
に
、
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る

な
ど
重
大
な
事
件
も
後
を
絶
た
な
い

状
況
に
お
い
て
、
児
童
虐
待
問
題
は

社
会
全
体
で
早
急
に
解
決
す
べ
き
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
虐
待
の

発
生
予
防
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応

か
ら
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
自
立

に
至
る
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
総
合

的
な
支
援
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
総
合
的
な
対
策
が
地
域

に
根
づ
き
、
効
果
的
に
実
施
さ
れ
て

い
く
た
め
に
は
、
援
助
関
係
者
を
含

む
各
界
各
層
の
幅
広
い
国
民
の
理
解

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
た
め
、
国
は
平
成
16
年
度
か

ら
児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
た

11
月
を「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

と
定
め
、
期
間
中
に
児
童
虐
待
防
止

の
た
め
の
広
報
・
啓
発
活
動
な
ど

種
々
な
取
組
を
集
中
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

本
年
度
は
「
き
こ
え
る
よ　

耳
を

す
ま
せ
ば　

心
の
さ
け
び
」
を
標
語

と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

市
で
は
市
役
所
１
階
の
福
祉
事
務

所
内
に
家
庭
児
童
相
談
室
を
設
置
し
、

児
童
虐
待
の
通
報
や
子
ど
も
の
こ

と
・
自
分
の
こ
と
の
相
談
を
受
付
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
児
童
福
祉
課
家

庭
児
童
相
談
室
☎
（
45
）
５
１
１

１
（
内
線
２
０
４
４
）、
児
童
福

祉
課
☎
（
64
）
０
９
９
１
、
鹿
児

島
県
児
童
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
☎

０
９
９
（
２
６
４
）
３
０
０
３

ご
存
知
で
す
か
「
か
ご
し
ま

子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」

地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
援
す
る

気
運
づ
く
り
お
よ
び
子
育
て
家
庭
の

負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
事
業
で
す
。

妊
娠
中
の
か
た
お
よ
び
満
18
歳
未

満
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
（
本
市
住

民
基
本
台
帳
登
録
者
）
に
パ
ス
ポ
ー

ト
を
交
付
し
、
そ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を

協
賛
店
で
提
示
す
る
と
、
善
意
に
よ

る
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◦�

サ
ー
ビ
ス
例
＝
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン

ト
ア
ッ
プ
や
商
品
の
割
引
、
ド
リ

ン
ク
サ
ー
ビ
ス
な
ど
。

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◦�

申
請
手
続
＝
パ
ス
ポ
ー
ト
交
付
申

請
書
は
、
担
当
課
窓
口
に
準
備
し

て
あ
り
ま
す
。

※�

妊
婦
の
か
た
は
母
子
健
康
手
帳
を
、

児
童
と
同
居
し
て
い
な
い
か
た
は

養
育
関
係
を
示
す
資
料
（
保
険
証

等
）
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�
協
賛
店
の
募
集
＝
子
育
て
を
支
援

い
た
だ
け
る
企
業
・
店
舗
を
募
集
し

ま
す
。
取
組
可
能
な
範
囲
で
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
お
考
え
い
た
だ
き
、
協
賛

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

協
賛
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
す
る
こ

と
で
、子
育
て
を
応
援
す
る
企
業
・

店
舗
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
で
き
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
県
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
・
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
す
。　

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
児
童
福
祉
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

（
福
祉
課
）

C hild welfare ◎児童福祉

霧
島
ふ
る
さ
と
誕
生
祭
２
０
０
７ 

11
月
24
日
、
25
日
開
催

３
年
前
ま
で
国
分
地
区
で
開
催
し

て
い
た
「
こ
く
ぶ
産
業
フ
ェ
ア
」
が

規
模
を
拡
大
し
て
、
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

今
回
は
「
ふ
る
さ
と
霧
島
を
支
え

る
元
気
な
人
・
物
・
産
業
を
再
発
見
」

を
テ
ー
マ
に
、
霧
島
市
の
特
産
品
や

産
業
の
製
品
、
技
術
、
農
産
物
な
ど

第
１
次
産
業
か
ら
第
３
次
産
業
ま
で

を
集
め
、
霧
島
市
の
魅
力
を
広
く
紹

介
し
ま
す
。

当
日
は
、
伝
統
工
芸
か
ら
Ｉ
Ｔ
産

業
ま
で
を
展
示
紹
介
す
る
「
も
の
づ�

く
り
ゾ
ー
ン
」
と
野
菜
や
魚
介
類
な

ど
を
販
売
す
る
「
自
然
の
恵
み
ゾ
ー

ン
」、
市
内
各
地
の
飲
食
店
や
団
体

の
味
自
慢
を
す
る
「
食
の
文
化
ゾ
ー

ン
」、
商
工
業
者
に
よ
る
展
示
販
売

す
る
「
く
ら
し
の
サ
ー
ビ
ス
ゾ
ー

ン
」、
地
域
の
学
び
舎
か
ら
生
ま
れ

た
成
果
物
の
展
示
販
売
す
る
「
学
び

の
成
果
ゾ
ー
ン
」
に
分
か
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
霧

島
市
の
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
イ
ベ
ン
ト

を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
＝
11
月
24
日
（
土
）
～
25
日

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
両

日
と
も
）

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

お
祭
り
広
場

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
ふ
る
さ
と

誕
生
祭
実
行
委
員
会
☎
（
47
）
６

１
０
０

実
行
委
員
長
コ
メ
ン
ト

霧
島
ふ
る
さ
と
誕
生
祭
２
０
０
７

３
年
前
ま
で
「
こ
く
ぶ
産
業
フ
ェ

ア
」
と
し
て
、
地
元
に
定
着
し
て
い

た
フ
ェ
ア
を
ど
う
に
か
復
活
さ
せ
た

い
思
い
で
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

念
願
が
か
な
い
こ
の
度
「
霧
島
ふ
る

さ
と
誕
生
祭
」
に
名
前
が
変
わ
り
、

旧
国
分
市
だ
け
で
な
く
霧
島
市
全
体

の
産
業
を
集
め
霧
島
市
の
大
き
な
シ

ン
ボ
ル
的
ふ
る
さ
と
祭
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
目
的
は
合
併
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
旧
１
市
６
町
と
い
う

広
い
市
内
に
ど
ん
な
産
業
、
ど
ん
な

人
た
ち
、
ど
ん
な
特
産
品
、
ど
ん
な

観
光
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
人
た
ち

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
１
か

所
で
わ
か
り
や
す
い
ミ
ニ
霧
島
市
を

創
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
し
て
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

B irth festival ◎誕生祭

◎
自
由
部
門

「
う
ま
や
・
昼
」
作
者
：
白
坂
伸
子

◎
テ
ー
マ
部
門

「
な
に
か
が
・
・
・
キ
リ
シ
マ
」

作
者
：
濵
田
和
彦

実行委員長
徳重 克彦さん
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食
べ
物
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
動
物
が

生
き
て
い
く
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
行
動
で

す
。
百
獣
の
王
と
い
わ
れ
る
ラ
イ
オ
ン
の
歯
が

無
い
状
況
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
歯
を

失
っ
て
獲
物
を
獲と

れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
野

生
の
世
界
で
は
生
き
て
い
け
な
い
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
し
か
し
、
人
間
に
は
知
恵
が
あ
り
ま

す
。
歯
を
失
っ
て
も
手
や
道
具
を
用
い
る
こ
と
で
、

食
べ
物
を
加
工
し
て
栄
養
分
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
し
、歯
科
医
院
で
ブ
リ
ッ
ジ
（
抜

け
た
歯
の
両
隣
の
歯
と
歯
の
間
を
橋
の
よ
う
に

つ
な
ぐ
人
工
歯
）
や
入
れ
歯
な
ど
で
失
っ
た
歯

の
部
分
を
補
っ
て
噛
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

も
し
、
下
あ
ご
の
第だ
い

一い
ち

大だ
い

臼き
ゅ
う

歯し

を
失
う
と
、

す
べ
て
健
康
な
歯
を
持
っ
て
い
た
と
き
に
比
べ

て
噛
む
能
力
は
60
㌫
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、

す
べ
て
の
歯
を
失
っ
て
総
入
れ
歯
を
入
れ
た
と

し
て
も
、
そ
の
能
力
は
噛
め
る
入
れ
歯
で
25
㌫
、

噛
め
な
い
入
れ
歯
で
は
２・
５
㌫
ぐ
ら
い
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

食
べ
物
が
口
の
中
に
入
る
と
唾だ

液え
き

が
出
て
き

ま
す
。
良
く
噛
む
こ
と
で
唾
液
と
噛
み
砕
か

れ
た
食
べ
物
が
良
く
混
ざ
り
合
い
、
食
べ
物
の

味
を
充
分
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
、
精
神
的
な
満
足
感
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
良
く
噛
む
こ
と
・
噛
め
る
こ
と
で
、

関
係
す
る
筋
肉
を
活
性
化
し
て
顔
の
表
情
が
豊

か
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
安
静
時
に
比
べ
て
脳

へ
の
血
流
量
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
脳
の
広
範

な
活
動
が
上
昇
し
て
、
脳
の
発
達
や
認
知
症
の

防
止
に
深
く
関
連
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
逆
に
、
良
く
噛
ま
な
い
・
良
く
噛
め
な
い

と
い
う
こ
と
は
食
べ
物
の
味
を
充
分
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
満
足
感
を
得
ら
れ

ず
に
食
べ
過
ぎ
て
肥
満
の
原
因
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。
話
題
に
な
っ
て
い
る
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
味
の
濃
い
柔
ら
か

い
食
べ
物
が
好
ま
れ
る
現
代
で
は
、
１
回
の
食

事
で
噛
む
回
数
が
約
６
０
０
回
、
戦
前
の
約
２

分
の
１
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

唾
液
の
さ
ま
ざ
ま
な
働
き

良
く
噛
む
と
唾
液
が
充
分
に
出
て
き
ま
す
が
、

良
く
噛
ま
な
い
・
噛
め
な
い
状
況
で
は
唾
液
の

量
は
少
な
く
な
り
ま
す
。
さ
て
、
唾
液
に
は
ど

の
よ
う
な
働
き
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
主
だ
っ

た
も
の
を
述
べ
て
み
ま
す
。

消
化
作
用

ア
ミ
ラ
ー
ゼ
と
い
う
消
化
酵
素
が
含
ま
れ
て

い
て
、
で
ん
ぷ
ん
を
分
解
し
ま
す
。
良
く
噛
ん

で
食
べ
る
こ
と
で
胃
腸
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

洗せ
ん

浄じ
ょ
う

作
用

細
菌
や
食
べ
か
す
な
ど
を
洗
い
流
し
ま
す
。

抗こ
う

菌き
ん

作
用

細
菌
の
発
育
を
抑
制
し
ま
す
。

緩か
ん

衝し
ょ
う

作
用

酸
性
に
傾
い
た
口
腔
環
境
を
中
和
し
ま
す
。

上じ
ょ
う

皮ひ

細さ
い

胞ぼ
う

成せ
い

長ち
ょ
う

因い
ん

子し

傷
の
治
り
を
促
す
作
用
が
あ
り
ま
す
。
動
物

が
傷
を
舐な

め
る
の
は
、
こ
の
作
用
に
よ
る
も
の

で
す
。

抗
が
ん
作
用

発
ガ
ン
物
質
を
中
和
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

良
く
噛
ん
で
、
唾
液
が
充
分
に
出
る
こ
と
は
、

健
康
を
保
つ
上
で
非
常
に
有
効
で
す
。

歯
の
健
康
を
保
つ
た
め
に

毎
日
、
車
に
乗
る
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
が
同
じ

時
期
に
ピ
カ
ピ
カ
の
新
車
を
購
入
し
た
と
し
ま

す
。
Ａ
さ
ん
は
定
期
的
に
ワ
ッ
ク
ス
が
け
や
オ

イ
ル
交
換
な
ど
、充
分
な
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

か
た
や
Ｂ
さ
ん
は
乗
り
っ
ぱ
な
し
で
ほ
と
ん
ど

手
入
れ
を
し
ま
せ
ん
。
５
年
後
、
２
人
の
車
の

状
態
は
想
像
の
つ
く
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

歯
を
使
わ
な
い
日
は
一
日
も
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
で
で
き
る
手
入
れ
（
歯
磨
き
や
適
切
な

食
生
活
）
は
怠
お
こ
た

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
毎
回
、

百
点
満
点
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

車
の
定
期
的
な
オ
イ
ル
交
換
な
ど
の
手
入
れ
の

よ
う
に
、
歯
科
医
院
を
定
期
的
に
受
診
す
る
こ

と
は
む
し
歯
や
歯し

周し
ゅ
う

病び
ょ
うの

予
防
（
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
）、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
可

能
に
し
ま
す
。

一
定
の
年
齢
を
超
え
る
と
体
は
老
化
し
て
い

き
ま
す
。
口
の
中
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
老
化

し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
健
康
管
理

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
若
々
し
く
、
良
く
噛
め

る
状
態
を
保
つ
こ
と
は
可
能
な
の
で
す
。

やさしい医療講座
㈳姶良郡歯科医師会専務理事・姶良郡歯科医師会霧島市支部会員

竹ノ内歯科医院　院長／竹ノ内 哲

M E D I C A L  L E C T U R E

良
く
噛か

む
こ
と
と
健
康

歯の健康

教
育
な
ど
の
た
め
、
私し

学が
っ

校こ
う

を
設
立
し
ま
す
。

私
学
校
の
勢
力
は
県
令
の
大お
お

山や
ま

綱つ
な

良よ
し

の
協
力
を

得
て
、
大
き
な
も
の
に
な
り
、
こ
の
様
子
を
長

州
出
身
の
木き

戸ど

孝た
か

允よ
し

は
「
鹿
児
島
県
は
ま
る
で

独
立
国
の
よ
う
だ
」
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
批
判
を
受
け
、
大
久
保
は
鹿
児

島
県
の
改
革
を
実
行
し
よ
う
と
し
、
明
治
九
年

一
月
に
、
帰
郷
と
い
う
名
目
で
、
鹿
児
島
県
出

身
の
警
察
官
を
内
部
偵
察
な
ど
の
た
め
に
鹿
児

島
に
派
遣
し
ま
し
た
。

一
月
二
十
九
日
、
政
府
は
鹿
児
島
県
に
あ
る

武
器
・
弾
薬
を
大
阪
に
移
送
す
る
た
め
、
こ
っ

そ
り
船
に
積
み
込
み
ま
し
た
。
こ
の
勝
手
な
行

動
に
怒
っ
た
私
学
校
の
人
々
は
夜
、
草
牟
田
火

薬
庫
を
襲
撃
し
、
武
器
な
ど
を
奪
い
ま
し
た
。

こ
の
日
か
ら
連
日
の
よ
う
に
県
下
で
火
薬
庫
の

襲
撃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
西
郷

は
「
し
ま
っ
た
」
と
嘆
い
た
そ
う
で
す
。

二
月
三
日
、
偵
察
に
来
て
い
た
警
察
官
を
一

斉
に
捕ほ

縛ば
く

し
ま
し
た
。
西
郷
を
刺
殺
に
き
た
と

い
う
疑
い
か
ら
で
す
（
視
察
の
勘
違
い
と
も
い

う
）。十

三
日
に
は
大
隊
の
編
成
が
行
わ
れ
、
明
治

十
年
（
１
８
７
７
）
の
二
月
十

五
日
、
数
十
年
ぶ
り
の
大
雪
の

中
を
、
篠し
の

原は
ら

国く
に

幹も
と

率
い
る
第
一

大
隊
を
先
頭
に
、
順
次
熊
本
方

面
へ
出
発
し
、
西
南
戦
争
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

二
月
二
十
一
日
薩
軍
は
熊
本

城
を
完
全
に
包
囲
し
ま
し
た
。

夜
半
か
ら
翌
朝
に
か
け
て
熊
本

城
を
攻
撃
し
ま
し
た
。
し
か
し

こ
の
間
の
二
月
十
九
日
に
は
征せ
い

討と
う

の
命
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
は
電
信
に
よ
る
通
信
で
、
す
ば
や
い
対
応

を
行
っ
た
の
で
す
。

薩
軍
は
熊
本
城
を
攻
撃
す
る
も
、
な
か
な
か

攻
め
落
と
せ
ず
、
結
局
熊
本
城
は
最
後
ま
で
落

ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
初
か
ら
苦
戦
を
強
い
ら

れ
、
三
月
に
な
る
と
、
吉き
ち

次じ

峠
・
田た

原ば
る

坂ざ
か

・
植

木
な
ど
で
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

十
三
日
に
は
政
府
艦
隊
が
鹿
児
島
に
入
港
し

ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
国
分
の
敷
根
火
薬
製
造

所
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
・
五
月
と
熊
本
を
中
心
に
戦
闘
が
行
わ

れ
、
時
が
過
ぎ
る
に
つ
れ
鹿
児
島
県
内
で
の
戦

闘
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
薩
軍
は
六
月
の
初
め

に
は
拠
点
と
し
て
い
た
人
吉
で
の
戦
い
に
敗
れ

ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
官
軍
は
大
口
、
川
内
、
宮

之
城
、
栗
野
、
横
川
方
面
を
攻
略
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

七
月
一
日
、
横
川
で
戦
闘
が
始
ま
り
ま
し
た
。

六
日
に
は
国
分
か
ら
霧
島
大
窪
、
牧
園
方
面
、

七
日
に
は
国
分
、
春
山
原
、
襲そ
の
や
ま山
の
妻つ
ま

屋や

、
さ

ら
に
八
日
に
霧
島
の
大
窪
で
再
び
戦
い
が
あ
り
、

十
一
日
に
は
国
分
の
永
迫
、
上
之
段
、
翌
日
は

上
之
段
か
ら
牧
之
原
、
十
四
日
に
は
豊ぶ
ん

後ご

坂
、

佳か

例れ
い

川が
わ

が
戦
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

八
月
三
十
日
朝
、
西
郷
は
吉
松
の
山
口
重
保

宅
を
出
発
し
、
栗
野
を
経
て
同
日
午
後
に
は
二に

石こ
く

田だ

か
ら
深
川
方
面
に
か
け
て
二
十
時
間
に
及

ぶ
激
戦
中
の
横
川
を
通
過
し
て
い
ま
す
。
こ
の

時
両
軍
の
戦
死
者
は
六
十
余
名
に
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。
横
川
通
過
後
は
踊
お
ど
り

郷ご
う

（
牧
園
）
の
霧
島

温
泉
駅
近
く
の
前
田
万
兵
衛
方
に
宿
泊
し
、
深

夜
ひ
そ
か
に
出
発
し
ま
し
た
。
浜
之
市
に
出
よ

う
と
考
え
ま
し
た
が
、
国
分
、
加
治
木
は
官
軍

が
占
拠
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
赤
水
、
岩
穴
、

三み

縄な
わ

を
通
過
し
、
姶
良
町
の
山
田
に
入
り
、
三

十
一
日
蒲
生
に
て
宿
泊
し
て
い
ま
す
。
翌
、
九

月
一
日
に
鹿
児
島
に
到
着
し
、
翌
日
城
山
に
入

り
ま
し
た
。

九
月
二
十
四
日
、
午
前
四
時
に
城
山
総
攻
撃

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
三
時
間
後
に
城
山

は
陥
落
し
た
の
で
す
。

文
責
＝
坂

西
南
戦
争
が
勃ぼ
っ

発ぱ
つ

し
て
、
今
年
で
百
三
十
年

が
経
ち
ま
し
た
。
霧
島
市
の
各
地
で
も
戦
い
が

あ
り
ま
し
た
。
戦
争
に
参
加
し
、
戦
死
し
た
人

も
数
多
く
い
ま
す
。
霧
島
市
と
西
南
戦
争
は
ど

の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

西
南
戦
争
は
「
明
治
六
年
の

政
変
」
が
発
端
と
な
り
ま
す
。

日
本
は
朝
鮮
国
に
国
交
の
樹

立
を
求
め
ま
す
が
、
日
本
に
不

満
が
あ
り
交
渉
に
応
じ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
政
府
は
西さ
い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

を
朝
鮮
国
に
派
遣
し
、
も
し
交

渉
を
拒
絶
さ
れ
た
ら
武
力
行

使
も
や
む
を
え
な
い
と
す
る
方
針
を
打
ち
出
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
西
郷
や
板い
た

垣が
き

退た
い

助す
け

ら
の

征せ
い

韓か
ん

論ろ
ん

に
対
し
、
外
遊
か
ら
帰
国
し
た
岩い
わ

倉く
ら

具と
も

視み

や
大お
お

久く

保ぼ

利と
し

通み
ち

ら
は
国
内
の
安
定
が
先
決
で

あ
る
と
反
対
し
ま
し
た
。
結
局
、
岩
倉
の
工
作

に
よ
っ
て
、
西
郷
の
派
遣
は
取
り
や
め
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
西
郷
は
職
を
辞
し
、
鹿
児
島

に
帰
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
板
垣
ら
も
辞

職
し
、
旧
薩
摩
藩
出
身
の
桐き
り

野の

利と
し

秋あ
き

ら
も
辞
職

し
ま
し
た
。

明
治
七
年
（
１
８
７
４
）、
県
内
の
若
者
の

南洲翁宿営之跡碑（牧園）
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購
入
す
る
主
な
商
品
の
販
売
価
格
や

サ
ー
ビ
ス
の
料
金
な
ど
を
調
査
し
、

物
価
政
策
を
始
め
各
種
の
行
政
施
策

を
立
案
す
る
際
の
資
料
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
は
、
全
国
で
約
13
万
の
小

売
店
舗
と
約
４
万
の
飲
食
店
・
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
な
ど
を
対
象
と
し
ま
す
。

調
査
の
方
法
は
、
11
月
上
旬
か
ら
下

旬
に
か
け
て
、
調
査
員
が
小
売
店
舗

を
訪
問
し
て
調
査
票
の
配
布
と
取
集

を
行
い
ま
す
。ま
た
、飲
食
店
や
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
は
、
本
市
で
調
査
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
調
査
員
は
、「
調

査
員
証
」
を
携
帯
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
情
報
政
策
課
統

計
係
☎
（
64
）
０
９
３
３　

県
民
手
帳
の
販
売

◦�

販
売
期
間
＝
12
月
３
日
（
月
）
～

21
日
（
金
）
土
日
を
除
く
。

◦�
販
売
場
所
＝
情
報
政
策
課
統
計

係
・
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課（
隼

人
総
合
支
所
は
総
務
課
）

◦
料
金
＝
１
冊
５
０
０
円

手
帳
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し

た
。
サ
イ
ズ
は
１
種
類
で
（
縦
15
㌢

×
横
８
㌢
×
厚
さ
１
・
３
㌢
）、
カ

バ
ー
の
色
は
黒
と
赤
、
月
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
表
は
マ
ン
ス
リ
ー
タ
イ
プ

で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
情
報
政
策
課
統

計
係
☎
（
64
）
０
９
３
３
ま
た
は

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
（
隼
人

総
合
支
所
は
総
務
課
）

市
道
職
業
安
定
所
前
通
り
線

工
事
に
伴
う
通
行
制
限

◦�

期
間
＝
10
月
下
旬
～
平
成
20
年
２

月
下
旬
予
定

◦�

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分

◦�

施
工
業
者
＝
㈱
新
町
組
☎
（
45
）

１
２
５
５

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
土
木
課
道
路
建

設
係
☎
（
64
）
０
９
０
７

11
月
は
不
法
投
棄
防
止

強
化
月
間
で
す
！

県
で
は
強
化
月
間
に
行
政
、
関
係

団
体
な
ど
が
連
携
し
、
監
視
パ
ト

ロ
ー
ル
や
啓
発
活
動
な
ど
を
強
化
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
、
近
隣
住
民
の
迷
惑

に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ま
ち
の
景
観
を
損
ね
、
環
境
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、
い
っ

た
ん
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
を
撤

去
・
回
収
し
、
元
の
状
態
に
回
復
す

る
に
は
、
多
大
な
労
力
と
経
費
、
時

間
を
要
し
ま
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
市
民
み

ん
な
で
監
視
の
目
を
光
ら
せ
、
不
法

投
棄
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

※�
不
法
投
棄
を
し
た
者
に
は
、「
五

年
以
下
の
懲
役
、
も
し
く
は
一
千

万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の

両
方
（
法
人
の
場
合
、
一
億
円
以

下
の
罰
金
）」
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生
課
廃

棄
物
対
策
係
☎
（
64
）
０
９
５
０

隼
人
地
区
農
業
祭
中
止

例
年
実
施
し
て
い
る
隼
人
地
区
農

業
祭
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
中
止
し

ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
総
合
支
所

産
業
振
興
課
☎
（
42
）
１
１
１
１

行
政
書
士
無
料
相
談
会

◦�

日
時
＝
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦
場
所
＝
隼
人
国
分
サ
テ
ィ

◦�

内
容
＝
交
通
事
故
、
相
続
、
遺
言
、

農
地
関
係
、
内
容
証
明
な
ど

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
行
政
書
士
民
事

法
務
研
究
会
【
持
留
】
☎
（
42
）

２
５
２
８

平
成
20
年
の
成
人
式
は
、
上
の
と

お
り
各
地
区
ご
と
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

●�

本
年
の
対
象
者
は
、
昭
和
62
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
本
市

に
住
民
登
録
の
あ
る
か
た
ま
た
は

出
身
者
で
す
。

●�

対
象
者
に
は
ハ
ガ
キ
な
ど
で
案
内

し
ま
す
。

●�

な
お
、
案
内
は
住
民
登
録
の
あ
る

各
地
区
ご
と
に
し
ま
す
の
で
、
登

録
地
区
以
外
の
式
典
に
参
加
さ
れ

る
か
た
並
び
に
現
在
本
市
に
住
民

登
録
を
有
し
な
い
出
身
者
で
参
加

を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
12
月
７

日
（
金
）
ま
で
に
、
式
典
参
加
希

望
地
区
の
担
当
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

税
金
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

今
月
は
国
民
健
康
保
険
税
５
期
、

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
５
期
の

納
付
月
で
す
。
納
期
限
は
11
月
30
日

（
金
）
で
す
。
口
座
振
替
の
振
替
日

は
11
月
26
日
（
月
）
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
収
納
課
☎（
64
）�

０
８
９
２

「
全
国
物
価
統
計
調
査
」
に

ご
協
力
を
！

全
国
物
価
統
計
調
査
は
11
月
21

日
（
水
）
を
調
査
日
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
消
費
者
が

お
知
ら
せ

成
人
式
は
各
地
区
ご
と
に

開
催
さ
れ
ま
す

市からの
お知らせや
募集などの
情報をお届けします。
詳細な情報は掲載されている問い
合わせ先に、ご連絡ください。

◎霧島市からのお知らせ

イ
ベ
ン
ト

こ
ど
も
絵
画
展　

市
内
の
園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の

絵
画
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。　

◦�

日
時
＝
11
月
14
日
（
水
）
～
26
日

（
月
）

◦�

場
所
＝
市
役
所
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振
興
課
☎

（
64
）
０
９
９
０

横
川
物
産
館
「
よ
い
や
ん
せ
」

秋
の
感
謝
祭

◦�

日
時
＝
11
月
23
日
（
金
）
午
前
９

時
～
午
後
３
時

◦
場
所
＝
横
川
物
産
館
よ
い
や
ん
せ�

◦
館
内
商
品
は
２
割
引

◦
横
川
だ
い
こ
ん
無
料
配
布

◦
各
種
農
産
物
・
加
工
品
の
販
売

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
横
川
物
産
館
よ

い
や
ん
せ
☎
（
64
）
６
０
８
８

西
郷
公
園
菊
ま
つ
り

◦�

日
時
＝
11
月
５
日
（
月
）
～
22
日

（
木
）

◦
場
所
＝
溝
辺
西
郷
公
園

◦
内
容
＝
菊
の
展
示

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
溝
辺
総
合
支
所

地
域
振
興
課
☎
（
59
）
３
１
１
１

新
嘗
祭
「
ほ
ぜ
祭
り
」

◦
日
時
＝
11
月
23
日
（
金
）

◦
場
所
＝
霧
島
神
宮
・
緑
の
村

公
園
）

◦
集
合
時
間
＝
午
前
９
時

◦
対
象
者
＝
小
学
生
以
上

◦
募
集
人
員
＝
50
人

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
見
学
場
所
＝
高
屋
山
上
陵
、
嘉
例

　

川
駅

◦�

申
込
期
間
＝
11
月
19
日
（
月
）
～

29
日
（
木
）（
先
着
順
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
溝
辺
出

張
所
教
育
振
興
課
☎
（
58
）
３
１

９
１
、（
58
）
３
３
９
１

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

フ
ー
ド
・
ふ
れ
あ
い

ア
メ
リ
カ
・
中
国
の
簡
単
な
家
庭

料
理
を
作
り
、
食
べ
な
が
ら
交
流
し

ま
し
ょ
う
。

◦�

日
時
＝
12
月
８
日
（
土
）
午
前
11

時
～
午
後
２
時

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

公
民
館
調
理
実
習
室

◦
定
員
＝
24
人
（
先
着
順
）

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円
程
度

◦
申
込
期
限
＝
11
月
22
日
（
木
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画

政
策
課
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）
０
９
１
４

お
詫
び
と
訂
正

広
報
10
月
号
23
ペ
ー
ジ
の
「
自
衛

官
募
集
」
試
験
期
日
に
訂
正
が
あ
り

ま
し
た
。

○
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

12
月
５
日
→
12
月
１
日
ま
た
は
２

日

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
観
光
課
観
光
係

☎（
64
）
０
８
９
５

移
動
映
画
会

◦�

日
時
＝
11
月
18
日
（
日
）【
開
場
】

午
前
９
時
30
分
～
【
上
映
】
午
前

10
時
～

◦�

場
所
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
無
料
・
予
約
不
要
）

◦�

作
品
＝
「
千
の
風
に
な
っ
て
～
天

国
へ
の
手
紙
」

◦�

出
演
＝
西
山
繭
子
・
伊
藤
高
史
・

南　

果
歩
ほ
か

◦
定
員
＝
６
０
０
人

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
出
張
所
生

涯
学
習
課
☎
（
42
）
１
１
１
５

第
９
回
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ア

２
０
０
７
「
次
世
代
に
繋
げ

る
心
を
、
こ
の
ま
ち
か
ら
」

◦�

日
時
＝
11
月
25
日
（
日
）
午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

内
１
階
共
通
ロ
ビ
ー
、
市
民
広
場

な
ど

◦
各
種
団
体
活
動
紹
介
、
作
品
展
示

◦�K
odom

o-A
rts

（
コ
ド
モ-

ア
ー

ツ
）・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
体
験

◦�

講
演
会
＝
～
子
供
と
共
に
親
も
育

つ
・
生
き
る
力
～

【
第
１
部
】

「
言
葉
の
チ
カ
ラ
」
講
師
＝
宮
原
悦

子
さ
ん
（
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
）　

【
第
２
部
】

「
失
う
前
に
、
気
付
い
て
く
だ
さ
い
」

講
師
＝
桑
山
直
子
さ
ん
（
リ
ン
パ
セ

ラ
ピ
ス
ト
）

◦
霧
島
ク
イ
ズ
、
吹
奏
楽
演
奏
ほ
か

◦
献
血
、
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
第
９
回
ハ
ー

ト
フ
ル
フ
ェ
ア
２
０
０
７
実
行

委
員
会
（
㈳
霧
島
青
年
会
議
所

事
務
局
）
☎（
47
）３
７
７
３�

Ｆ

Ａ
Ｘ（
47
）４
０
２
２�E-m

ail

＝

kirishim
a@
po.m

inc.ne.jp

募　

集

サ
ン
・
あ
も
り
自
主
事
業
講
座

●
ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
深
い
呼
吸
法
に
よ

り
全
身
の
血
流
や
心
肺
機
能
を
活
発

に
し
ま
す
。
簡
単
に
で
き
る
ス
ト

レ
ッ
チ
運
動
で
す
。

◦�

日
時
＝
12
月
３
日
（
月
）
～
１
月

28
日（
月
）午
前
10
時
～
11
時（
月

曜
日
８
回
）

◦
参
加
料
＝
３
、２
０
０
円

◦�

準
備
＝
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
（
約
55

㌢
）

●
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

◦�

日
時
＝
11
月
27
日
（
火
）
午
後
１

時
30
分
～
午
後
４
時

◦
参
加
料
＝
２
、０
０
０
円

●
赤
ち
ゃ
ん
体
操

　
（
ハ
イ
ハ
イ
ク
ラ
ス
）

◦�

日
時
＝
12
月
５
日
（
水
）・
19
日

（
水
）
午
前
10
時
～
11
時

◦
参
加
料
＝
２
、０
０
０
円

●
赤
ち
ゃ
ん
体
操

　
（
ね
ん
ね
ク
ラ
ス
）

赤
ち
ゃ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
考
え
た
講
座
。

◦�

日
時
＝
12
月
５
日
・
19
日
（
水
）

午
前
11
時
～
11
時
30
分

◦
参
加
料
＝
１
、０
０
０
円

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
サ
ン
・
あ
も
り

☎（
43
）３
３
７
３（
担
当　

脇
坂
）

第
３
回
歴
史
街
道

『
平
家
物
語
の
道
』
ウ
ォ
ー
ク

（
第
７
回
市
内
史
跡
め
ぐ
り
）

～
俊
寛
た
ち
の
道
を
た
ど
る
～

◦�

日
時
＝
11
月
18
日
（
日
）
午
前
９

時
～
12
時
30
分

◦�

コ
ー
ス
＝
隼
人
歴
史
民
俗
資
料
館

～
国
分
府
中

◦�

見
学
場
所
＝
鹿
児
島
神
宮
、
桑
幡

氏
館
跡
、
留
守
氏
館
跡
、
沢
家
墓

碑
群
、
大
隅
国
府
跡
、
祓
戸
神
社
、

気
色
の
社
、
こ
が
の
社
ほ
か

◦
参
加
料
＝
５
０
０
円

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
歴

史
民
俗
資
料
館
☎（
43
）０
１
７
９

第
８
回
市
内
史
跡
め
ぐ
り

「
き
り
し
ま
歴
史
散
歩
」

神
代
三
代
山
上
陵
の
二
代
目
、
高

屋
山
上
陵
の
歴
史
と
、
登
録
有
形
文

化
財
嘉
例
川
駅
駅
舎
。

◦�

日
時
＝
12
月
２
日
（
日
）
午
前
９

　

時
～
午
後
１
時
（
小
雨
決
行
）

◦�

集
合
場
所
＝
溝
辺
公
民
館
（
上
床

地区 開催日 式典会場 開始予定時刻 担当課 電話番号

国 分 1/5 ㈯ 霧島市民会館 12：00 ～ 本庁生涯学習課 64-0926

溝 辺 1/3 ㈭ 溝辺公民館（みそめ館） 10：00 ～ 溝辺出張所教育振興課 58-3391

横 川 1/3 ㈭ 大隅横川駅 10：00 ～ 横川出張所教育振興課 72-1596

牧 園 1/3 ㈭ 牧園総合支所 10：00 ～ 牧園出張所教育振興課 76-2714

霧 島 1/5 ㈯ 霧島公民館 10：00 ～ 霧島出張所教育振興課 57-1111

隼 人 1/5 ㈯ 農村環境改善センター 10：00 ～ 隼人出張所生涯学習課 42-1111

福 山 1/5 ㈯ 福山活性化センター 10：00 ～ 福山出張所教育振興課 56-2026
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

●

土
木
課
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
道

路
の
整
備
は
、
限
ら
れ
た
予
算
内
で

可
能
な
限
り
対
応
し
て
い
ま
す
が
引

き
続
き
安
心
安
全
な
市
道
の
維
持
管

理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
国
道
、
県

道
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
に
連
絡
し

ま
す
。先

日
、
両
親
と
隼
人
国
分
サ

テ
ィ
へ
行
き
ま
し
た
。
す
る

と
入
り
口
に
牛
乳
パ
ッ
ク
ト
レ
ー
回

収
箱
の
横
に
め
も
り
の
つ
い
た
大
き

な
箱
が
…
？
よ
く
見
る
と
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
だ
け
が
た
く
さ

ん
！
そ
れ
は
、
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
な
ど

で
も
見
る「
ワ
ク
チ
ン
が
た
り
な
い
」

の
文
字
。
何
で
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

フ
タ
１
、０
０
０
個
で
１
人
分
の
ワ

ク
チ
ン
に
な
る
と
か
。
す
ご
い
！
い

つ
も
な
ら
ゴ
ミ
に
な
っ
て
し
ま
う
も

の
が
人
の
た
め
に
な
る
な
ん
て
！
こ

れ
な
ら
子
ど
も
で
も
フ
タ
の
貯
金
が

で
き
ま
す
ね
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
フ

タ
貯
金
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

ゴ
ミ
の
削
減
に
も
な
り
ま
す
よ
。（
Ｋ

32
歳
女
性
）

●

い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
困
っ
て
い
る

人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す

ね
。
ア
ル
ミ
缶
や
使
用
済
み
の
切
手

な
ど
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
で
ワ
ク

チ
ン
に
替
え
ら
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

ぜ
ひ
多
く
の
か
た
が
協
力
し
て
く
だ

さ
る
と
い
い
で
す
ね
。

先
日
、
霧
島
市
役
所
よ
り
大
判

の
封
筒
が
届
き
ま
し
た
。
中

を
開
け
る
と
「
霧
島
市
交
通
計
画
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
が
入
っ
て
い

ま
し
た
。
実
は
霧
島
市
か
ら
（
旧
国

分
市
を
含
め
）
ア
ン
ケ
ー
ト
が
送
ら

れ
て
く
る
の
が
３
度
目
な
ん
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
は
統
計
的
な
処

理
を
行
っ
た
上
で
無
作
為
に
抽
出
さ

れ
た
か
た
に
送
付
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
く
じ
運
の
な
い
私
が
何
度

も
対
象
者
に
選
出
さ
れ
る
の
か
不
思

議
で
な
り
ま
せ
ん
。
周
囲
の
か
た
で

送
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
聞
き
ま

せ
ん
で
し
た
し
、
も
し
か
す
る
と
一

度
抽
出
し
た
か
た
の
名
簿
を
何
度
も

使
っ
て
い
る
の
で
は
？
と
思
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。（
ア
ン
ケ
ー
ト
は
大

変
34
歳
女
性
）

●

都
市
整
備
課
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
各
中
学
校

区
域
で
の
人
数
配
分
で
無
作
為
抽
出

に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。
市
が
行
う

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨

に
よ
り
、
そ
の
対
象
も
違
う
の
で
名

簿
を
何
度
も
使
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

貴
重
な
意
見
を
賜
り
、
市
政
や
政
策

に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
日
中
は
暑
い
日
が

続
き
ま
す
ね
。
先
日
友
人
と

霧
島
の
矢
岳
に
見
返
り
草
を
見
に
行

き
ま
し
た
。（
見
返
り
草
＝
オ
オ
ル

バ
テ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
）
朝
８
時
の
高
千

穂
河
原
は
、
気
温
20
度
と
少
し
肌
寒

い
ぐ
ら
い
で
す
。
気
持
ち
の
い
い
高

原
の
空
気
を
感
じ
な
が
ら
、
矢
岳
の

頂
上
ま
で
片
道
２
時
間
の
道
の
り
。

頂
上
に
は
色
鮮
や
か
な
薄
紫
色
の
見

返
り
草
の
大
群
落
に
感
動
し
ま
し
た
。

秋
の
一
日
、
登
山
も
い
い
で
す
よ
。

霧
島
は
最
高
！
（
霧
島
連
山
大
好
き

44
歳
女
性
）

●

秋
の
霧
島
連
山
は
い
い
で
し
た
ね
。

今
年
の
矢
岳
は
、
こ
こ
数
年
に
な
い

見
返
り
草
の
花
つ
き
と
聞
い
て
い
ま

す
。
一
面
の
大
群
落
に
遭
遇
が
で
き

て
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
ね
。
こ
れ
か
ら

の
霧
島
連
山
は
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
に

な
り
ま
す
。
山
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。こ

の
ほ
か
に
14
通
の
お
便
り
が
あ

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
５
人
の
か
た

に
配
送
し
ま
し
た
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢

な
ど
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

c
o

m
m

u
n

i
t

y

毎
号
す
み
ず
み
ま
で
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
特

に
自
分
が
育
っ
た
福
山
の
記
事
を
読

む
と
再
発
見
し
た
よ
う
で
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
こ
の

町
に
住
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
か
た
も
同

じ
で
す
よ
ね
。
３
歳
に
な
る
息
子
も

写
真
を
み
て「
マ
マ
う
れ
し
～
い
！
」

と
う
れ
し
そ
う
に
報
告
し
て
気
に

入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
の
子
ど

も
た
ち
に
す
ば
ら
し
い
霧
島
の
こ
と

を
わ
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
と
て

も
い
い
情
報
誌
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
身
近
な
霧
島
の
す
ば
ら

し
さ
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。（
ち
い

26
歳
女
性
）

●

す
み
ず
み
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
自
分
の
地

区
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
と
う
れ
し

い
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域

の
情
報
や
話
題
な
ど
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
届
け
し
ま
す
。

両
親
の
墓
参
り
の
た
め
帰
省

し
ま
し
た
。
湯
之
谷
山
荘
の

お
湯
に
つ
か
り
、
し
ば
し
浮
世
離
れ

し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
車
の

音
も
な
く
、
風
の
音
、
た
ま
に
ふ
く

ろ
う
み
た
い
な
泣
き
声
が
山
か
ら
…

静
か
な
ひ
と
と
き
を
味
わ
い
、
や
っ

ぱ
り
ふ
る
さ
と
は
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
私
は
菱
刈
町
の
出
身
で
す
が
、

母
は
栗
野
の
人
、
よ
く
霧
島
の
温
泉

の
こ
と
は
聞
い
て
お
り
湯
之
谷
温
泉

の
こ
と
も
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
妹

と
訪
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
多
分
、

母
も
入
っ
た
で
あ
ろ
う
お
湯
に
つ
か

り
両
親
を
懐
か
し
み
、
よ
い
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
墓
参
り
の

と
き
に
は
、
定
年
退
職
す
る
夫
も
一

緒
に
霧
島
の
温
泉
を
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。（
Ｍ
Ｍ
57
歳
女
性
）

●

霧
島
の
温
泉
に
つ
か
り
心
も
体
も

癒い
や

さ
れ
て
良
か
っ
た
で
す
ね
。
次
の

帰
省
の
と
き
は
ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

「き
り
し
ま
を
食
す
」
と
題
字

が
少
し
変
わ
り
ま
し
た
が
、

私
は
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

食
べ
物
の
こ
と
は
い
い
で
す
よ
ね
。

人
間
は
食
べ
る
こ
と
で
元
気
が
出
る

し
。
作
物
を
作
ら
れ
る
人
た
ち
の
顔

も
す
て
き
で
す
。
夫
婦
二
人
で
、
あ

る
い
は
子
ど
も
た
ち
も
手
伝
い
、
家

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

族
総
出
で
協
力
し
あ
い
頑
張
っ
て
い

る
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。
作
物
を
育

て
る
よ
う
に
子
ど
も
の
成
長
を
見
守

る
よ
う
な
も
の
が
、
天
候
に
左
右
さ

れ
な
が
ら
苦
労
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
成
果
を
見
な
が
ら
実
り

の
収
穫
の
と
き
は
苦
労
の
多
か
っ
た

だ
け
喜
び
も
ひ
と
し
お
な
の
で
は
と
、

食
べ
る
側
に
い
る
私
は
そ
ん
な
こ
と

を
思
い
つ
つ
読
ん
で
い
ま
す
。
農
業

を
さ
れ
て
い
る
か
た
に
感
謝
を
込
め

て
（
Ｉ
Ｋ
62
歳
女
性
）

●

「
き
り
し
ま
を
食
す
」
の
ペ
ー
ジ

は
、
霧
島
市
の
旬
の
食
材
を
取
り
上

げ
市
民
の
か
た
に
生
産
者
の
声
を
届

け
る
こ
と
と
霧
島
の
食
材
を
食
べ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
作
成
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

な
食
材
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

レ
シ
ピ
を
参
考
に
料
理
を
作
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

「
図
書
館
へ
行
こ
う
」
の
ペ
ー

ジ
を
毎
月
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
新
刊
書
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

図
書
館
に
行
き
、
窓
口
で
借
り
た
い

旨
を
申
し
出
る
と
、
親
切
に
後
日
、

電
話
で「
借
り
る
番
が
き
ま
し
た
よ
」

と
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
み
た

い
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
２
週

間
５
冊
を
家
で
読
書
で
き
ま
す
。
図

書
館
は
、
年
中
無
休
で
夜
も
午
後
９

時
ま
で
利
用
で
き
る
の
で
、
仕
事
や

家
事
を
終
え
て
足
を
運
ん
で
い
る
私

で
す
。
読
書
の
秋
、
み
な
さ
ん
に
も

お
勧
め
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
よ
。（
秋

野
り
ん
ご
49
歳
女
性
）

●

い
つ
も
図
書
館
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
利

用
者
の
声
を
き
い
て
「
行
き
た
い
、

知
り
た
い
、
ホ
ッ
と
し
た
い
」
図
書

館
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
い
ろ
い
ろ
な
声
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。霧

島
市
に
住
ん
で
８
年
に
な

り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
所
へ
足

を
運
び
ま
し
た
、
史
跡
、
文
化
、
学

問
、
産
業
、
観
光
と
多
方
面
で
幅
広

く
、
奥
深
い
も
の
が
多
い
こ
と
に
、

び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
地
形
的
に

も
県
の
中
心
地
で
大
き
な
霧
島
市
だ

な
と
つ
く
づ
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
ま
ち
で
す
が
、
道
路
の

整
備
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
道
幅
も
狭
く
側
溝
に
フ
タ
も
な

く
歩
く
た
び
に
、
ひ
や
り
と
さ
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し

て
い
る
か
た
も
多
い
よ
う
で
す
。
安

心
し
て
歩
け
る
道
路
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
ま
す
ま
す

魅
力
の
あ
る
霧
島
市
に
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
し
ろ

い
タ
ン
ポ
ポ
54
歳
女
性
）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.44/2007.11）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

キリシマヒゴダイ（キク科）

お便りをくださったかたの中から
ハーブソルトを5人のかたにプレ
ゼント。応募締め切りは11月20日
（火）当日消印有効です。当選の
発表は、商品の発送をもってかえ
させていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の身近な事、何でも好きなことを書いてく
ださい。

おたより
待ってます
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温
故
知
新

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

「
資
金
繰
り
は
火
の
車
。
社
員

に
支
払
う
給
与
だ
け
で
も
総
収
入

の
９
割
以
上
に
も
上
り
、
前
の
責

任
者
は
、
自
己
破
産
を
申
請
」。

上
杉
鷹よ

う

山ざ
ん

が
、
17
歳
に
し
て
９

代
目
米
沢
藩
主
（
山
形
県
）
に
就

い
た
と
き
、
藩
の
財
政
は
ま
さ
に

こ
う
し
た
状
況
で
し
た
。
鷹
山
は

財
政
破は

綻た
ん

し
た
藩
の
建
て
直
し
に

か
か
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
。藩
主
に
就
く
や
徹
底
し
た「
大

倹
約
令
」
を
発
し
ま
す
。
高
鍋
藩

（
宮
崎
県
）
と
い
う
弱
小
藩
の
生

ま
れ
で
、
養
子
に
入
っ
た
鷹
山
を
、

古
く
か
ら
の
藩
重
職
た
ち
は
侮
り
、

抵
抗
し
ま
す
。
藩
に
と
っ
て
格
式

が
い
か
に
重
要
か
が
、
小
藩
出
の

鷹
山
に
は
分
か
っ
て
い
な
い
の
だ
、

と
。
し
か
し
、
自
ら
も
衣
食
住
は

質
素
に
贅ぜ
い

沢た
く

を
慎
み
、
領
民
に
も

同
様
の
倹
約
を
促
し
、
領
民
と
と

も
に
農
地
を
耕
し
ま
し
た
。
養
蚕
、

絹
織
物
の
生
産
を
奨
励
し
農
村
振

興
、
行
財
政
の
健
全
化
と
教
育
な

ど
の
改
革
を
成
し
遂
げ
た
の
で
す
。

私
利
私
欲
を
離
れ
、
家
臣
や
領
民

の
声
に
耳
を
傾
け
、
世
の
あ
り
方

や
人
の
道
を
追
求
し
た
こ
と
が
成

功
の
鍵
だ
っ
た
の
で
す
。

米
国
の
大
統
領
に
就
任
し
た
ケ

ネ
デ
ィ
が
日
本
人
記
者
団
の
質
問

に
「
最
も
尊
敬
す
る
日
本
人
は
上

杉
鷹
山
で
す
」
と
答
え
た
と
い
い

ま
す
。
私
も
鷹
山
に
学
び
、
万
人

の
た
め
の
改
革
を
実
行
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
は
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
ん
な
文
を
書
い
て
い
る

と
気
付
か
さ
れ
ま
す
…
。
い
つ
の
ま

に
か
故ふ
る
さ
と里

で
あ
る
横
川
町
に
な
ん
の

違
和
感
な
く
住
ん
で
い
る
自
分
に
。

確
か
に
嫌
い
で
は
な
い
の
で
す
が
、

20
代
初
め
の
こ
ろ
の
私
は
考
え
て
も

い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

と
は
い
え
、
こ
の
文
を
書
く
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
私
の
記
憶
で
一
番

ト
ア
も
、
お
客
で
ご
っ
た
返
し
て
い

ま
し
た
。
ま
だ
今
ほ
ど
は
車
が
普
及

し
て
お
ら
ず
、
大
き
な
ス
ー
パ
ー
も

な
か
っ
た
の
で
、
町
の
人
た
ち
や
列

車
を
利
用
す
る
人
た
ち
で
、
店
は
お

客
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
の
様
子

を
茶
の
間
の
入
り
口
か
ら
見
て
い
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。

時
は
流
れ
て
、
バ
イ
パ
ス
道
路
が

で
き
、
高
速
が
通
り
、
今
や
車
も
一

人
一
台
の
時
代
。
変
わ
ら
な
い
横
川

町
も
さ
す
が
に
変
わ
り
ま
し
た
。
父

の
気
転
で
バ
イ
パ
ス
通
り
に
店
を
出

し
、
経
営
は
成
り
立
ち
ま
し
た
が
、

バ
イ
パ
ス
の
お
か
げ
で
商
店
街
は
立

ち
寄
る
人
が
減
り
、
車
の
普
及
で
列

車
は
利
用
客
が
減
り
、
大
き
な
ス
ー

パ
ー
の
出
店
も
あ
い
ま
っ
て
、
駅
前

の
商
店
か
ら
は
昔
の
賑に
ぎ

わ
い
は
無
く

な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
な
ら
、

あ
の
水
た
ま
り
の
夕
焼
け
を
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
に
し
な
け
れ
ば
良
か
っ
た

の
に
…
と
思
い
ま
し
た
が
、
あ
の
駅

と
町
並
み
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
の
で

マ
シ
な
ほ
う
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
時
代
の
な
か
で
、
生
き
残
っ

て
き
た
う
ち
の
店
。
そ
ん
な
店
を
継

ご
う
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

し
、
自
分
に
商
売
が
で
き
る
と
も
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
も

の
ご
こ
ろ
つ
い
た
と
き
か
ら
当
た
り

〈随ずいそう想〉

前
の
よ
う
に
存
在
し
た
店
が
、
い
つ

か
終
わ
る
も
の
と
は
想
像
で
き
な

か
っ
た
こ
と
も
確
か
で
し
た
。

大
学
を
卒
業
し
、
営
業
、
販
売
の

会
社
で
７
年
間
働
き
、
気
が
付
く
と
、

客
商
売
が
好
き
に
な
っ
て
い
る
自
分

が
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
成
り
行
き

で
店
を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、
今
思
う
と
、
も
っ
と
前
か
ら

自
分
の
潜
在
意
識
の
な
か
で
こ
う
な

る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

時
代
の
流
れ
や
、
人
と
し
て
大
人

に
な
っ
て
い
く
さ
ま
ざ
ま
な
状
態
や

条
件
の
な
か
で
自
分
自
身
の
考
え
方

を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
横
川
町
の
町
並
み
や
風
景
の

よ
う
に
、
変
わ
ら
な
い
で
い
て
ほ
し

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

ん
な
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
知
っ
て
い

る
変
わ
ら
な
い
町
に
身
を
置
く
と
、

い
い
意
味
で
変
わ
っ
て
い
く
自
分
を

客
観
的
に
捉
え
や
す
く
な
っ
て
い
る

自
分
に
も
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
変
わ

ら
な
い
町
や
思
い
出
す
記
憶
が
、
自

分
の
心
の
原
点
を
教
え
て
く
れ
る
の

で
し
ょ
う
。
そ
う
、
横
川
町
は
私
の

心
の
ゼ
ロ
地
点
、
原
点
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

冒
頭
に
横
川
町
の
こ
と
を
嫌
い
で

は
な
い
、
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
こ

の
文
章
を
書
い
て
い
く
う
ち
に
少
し

ず
つ
気
付
い
て
き
ま
し
た
。
毎
日
会
う
、

い
て
当
た
り
前
の
家
族
を
愛
し
て
い

る
と
気
付
か
な
い
よ
う
に
、
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
い
つ
も
あ
っ
た
横
川
町
が
、

そ
し
て
、
う
ち
の
店
が
と
て
も
好
き

な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
。

ま
だ
ま
だ
不
景
気
が
続
く
厳
し
い

世
の
中
で
す
が
、
本
物
の
貧
乏
を
経

験
し
て
き
た
祖
母
と
両
親
に
言
わ
せ

れ
ば
、
こ
ん
な
の
は
不
景
気
の
う
ち

に
入
ら
な
い
ら
し
い
の
で
、
そ
ん
な

こ
と
は
気
に
せ
ず
、
両
親
の
続
け
て

き
た
店
を
私
も
が
ん
ば
っ
て
手
伝
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
半
人

前
の
私
で
す
が
、
み
ん
な
で
や
れ
ば

な
ん
と
か
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
き

ま
す
。
ガ
ン
バ
ラ
ナ
ク
ッ
チ
ャ
！

Profile

隼人町にある「遊香里」の自家製無農薬栽培のハーブとミネラル分たっぷり
の塩を混ぜたハーブソルト。レモングラスとローゼルのハーブティ、添加物無し
の手作りジャムとセットでプレゼントします。使ったかたにリピーターが多いと
いうハーブソルトはパスタやサラダ、焼魚やおにぎりなどにどうぞ。さわやかな
ハーブの香りをお楽しみください。

◎問い合わせ先＝はあぶ工房 遊香里  ☎（42）4988

はあぶ工房 遊香里( ゆうかり)の
ハーブソルトをプレゼントします

たけした だいさく（34）／（横
川町中ノ在住）
昭和48年横川町生まれ。大学卒
業後、県内の家具・インテリア店
に就職し販売業を学ぶ。平成14
年から実家が経営する㈲竹下青果
に就職。地元横川町の商工会青年
部に所属し、今年度、県商工会青
年部の主張で優勝し県代表として
九州大会に出場する。

西南戦争が終わって130 年。郷土史への扉で紹介したように霧島市
内でも激しい戦闘がありました。官軍と薩軍の武器や兵力の差を

みると薩軍の不利は明らかで、最初から負け戦だと分かっていたのかも…。
それでも西郷さんたちは戦った。そこにはどんな思いがあったのだろう（み）

朝夕と寒くなってきました。いまだに日本列島の紅葉全線がなかなか南
下してこない今日このごろです。霧島連山の紅葉も昨年と比べて１

週間から10日は遅いようです。台風の直撃がなかったせいかいい紅葉が
楽しめると思います。温暖化や異常気象が原因で時期がずれて残念（な）

温泉シリーズが始まり、このシリーズを紹介するキャラクターを作りま
した。その名も極楽泉隊「スパレンジャー」隊長：きりしマン。

この後、湯あたりマン、のぼせたマン、癒（いや）しマンを作ろうと思っ
たのですがみんなに却下されました。つまりボツです。残念。（た）

全国で初めてという「あんしん・あんぜん検定」。何人かに受検の動機
を聞くと「自分たちで防犯に心がけないといけないと思ったから」と

答えてくれました。犯罪率が高い霧島市でとても心強い言葉でした。この
輪がもっと広がればと思いました。皆さん、一緒に気を付けましょう（あ）

◎人口／128,452人（＋1）
男性／ 61,981人（－3）
女性／ 66,471人（＋4）
出生 86人／死亡 96人
転入 332人／転出 326人
◎世帯数／56,733世帯（－8）

（平成19年10月1日現在）

市　章
霧島連山と「Ｋ」がモチーフ。
上から「花は霧島」の花と夢と元気と霧
島連山。
みどりで山 と々豊かな平野部。
紺で水清き天降川。
下の紺で波静かな錦江湾。
全体に躍動感をつけて雄大な自然と市
民が融合し世界へ躍進する霧島市を表
現しています。

11PRESENTS

E
D

IT
O

R
'S◎今月の表紙

年
間
約
５
７
０
万
人
の
乗
降
客
が
あ
る
鹿
児
島
空
港
。

そ
の
空
港
を
発
着
す
る
飛
行
機
の
光
跡
を
バ
ッ
ク
に

九
州
自
動
車
道
を
往
来
す
る
車
両
の
光
跡
を
素
材
に

交
通
の
要
衝
で
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
狙
っ
た
。
紅
白
の

光
跡
を
辿
る
と
そ
こ
は
年
間
約
３
１
０
万
台
の
車
両

が
出
入
り
す
る
溝
辺
鹿
児
島
空
港
Ｉ
Ｃ
。
空
港
と
と

も
に
、
霧
島
市
発
展
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

10月19日 午後7時13分
溝辺町麓

【撮影データ】
デジタルカメラ　レンズ17～ 85㎜F4 ～ 5.6
97S　Ｆ8　ＩＳＯ１００

バイパス店で接客する竹下さん

この町が心の原点
◎竹下 大作

※読者プレゼントを提供してくださるかたを募集しています。広報広聴課広報グループ☎（64）0955までご連絡ください。

古
い
横
川
町
で
の
記
憶
を
探
っ
て
み

ま
し
た
。
遠
い
昔
、
ま
だ
駅
前
の
広

場
は
舗
装
さ
れ
て
お
ら
ず
、
遠
く
ま

で
水
た
ま
り
と
草
は
ら
が
つ
づ
い
て

い
て
、
そ
の
水
た
ま
り
に
映
っ
た
夕

焼
け
と
、
飛
び
交
う
赤
と
ん
ぼ
の
大

群
が
う
か
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
私

が
保
育
園
に
通
う
こ
ろ
の
記
憶
だ
と

思
い
ま
す
。
あ
の
こ
ろ
の
夕
方
は
、

祖
母
と
両
親
の
経
営
す
る
駅
前
の
ス

お便りをくださったかたの中から
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